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〈URL〉http://wwwla.biglobe.ne.jp/peshawar/ 〈E-mail〉peshawar@kkh.biglobe.ne.jp ＊アドレスが変わりました

第一弾500ヘクタールの灌漑始まる一2004年度を振り返って

2004年度会計報告

将来見据え継続する灌漑事業

井戸掘り事業は最終ラウンドです

ダラエヌール診療所へのニーズが高まっています

ようやく人心地のつく宿舎ができました

農業計画の一年

熱砂のアフガンで「身体」を取り戻しました

大工事から買い物まで、全てに助け合った二年間

用水路は想像を超えるスケールでした

憧れのシスターに会えて

アフガン閑話その2.クーチー

表紙絵 プルブル・サイードとサルタン 甲斐大策

中村哲

ペシャワール会事務局

村上優

芹沢誠治

紺野道寛

松永貴明

高橋修

杉山大二朗

鈴木祐治

井上韻一郎

溝口博子

鬼木 稔

ベシャワール会の活動は、1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され
ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々 についての理解を深めていきたいと願っています。
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第一弾500ヘクタールの
灌漑始まる

「対テロ戦争」とは、実体のない亡霊との戦いである。こんなものに先人たちの死を無駄にし、私たち

の子供たちを供えてはならない。平和は軍事力で達成できないことを私たちは見てきた。砂漠からよみ

がえった緑の大地に立つとき、文字通り地についた平和な感情に支配される。そして、この実感は座し

て得られたものではなく、命の草さを共有しようとする努力の結実であることを知る。日本から遠いア

フガニスタンの農村地帯にあって、本当の平和が実感できる幸せを感謝したい。

PMS（ペシャワール会医療サービス）総院長 中村

狂
気
の
時
代
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
国
際
暴
力

主
義
と
結
合
し
て
、
面
妖
な
世
情
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
も
う
二
十
年
以
上
前
の
「
ソ
連
軍
侵
攻
」
か
ら
現

在
の
状
態
は
先
取
り
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
文
明
の
普
遍

ぐ
ん
か

性
と
正
義
の
名
に
お
い
て
、
軍
靴
が
平
和
な
農
村
を
踏
み

に
じ
り
、
無
数
の
犠
牲
を
生
み
出
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

滅
び
た
「
正
義
」
に
、
別
の
「
正
義
」
が
と
っ
て
代
わ

る
。
時
に
は
、
「
民
主
主
義
」
や
「
平
和
」
の
仮
面
を
か
ぶ

っ
て
戦
争
が
正
当
化
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
実
態
は
、
少

な
く
と
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
明
瞭
で
あ
る
。
私
た
ち

、、

は
、
い
と
も
簡
単
に
市
民
社
会
だ
と
か
、
市
民
運
動
だ
と

ま

か
を
語
る
が
、
途
上
国
の
一
般
大
衆
に
は
先
ず
も
っ
て

「
市
民
権
」
が
な
い
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
何
百
万

の
人
々
が
死
亡
し
て
も
、
ま
る
で
「
市
民
」
の
ペ
ッ
ト
が

死
ぬ
よ
り
も
軽
い
こ
と
で
あ
る
か
の
如
く
報
ぜ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
報
復
が
あ
る
こ
と
を
「
国
際
社
会
」
が
漠

然
と
恐
れ
る
。
不
安
は
現
実
化
す
る
。
共
通
の
敵
意
と
不

安
を
共
有
し
て
世
論
が
動
く
と
き
、
恐
る
べ
き
破
局
が
待

ち
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
み
な
、
だ

ま
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
正
義
」
が
、
そ

ん
な
に
長
続
き
す
る
も
の
で
は
な
い
。

平
和
を
語
る
に
消
極
的
な
日
本
の
民
心
を
眺
め
る
と
き
、

漠
然
と
「
生
活
や
身
を
守
る
戦
争
な
ら
…
…
」
と
い
う
無

力
感
と
不
安
が
忍
び
込
ん
で
い
る
の
を
観
る
d

戦
後
、
日

本
の
民
心
を
正
気
に
連
れ
戻
し
て
き
た
の
は
、
吾
々
の
先

人
た
ち
の
無
数
の
血
の
犠
牲
、
そ
の
記
憶
た
る
戦
争
体
験

で
あ
っ
た
。
日
本
は
加
害
者
で
あ
り
、
同
時
に
被
害
者
で

も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
日
本
は

2
0
0
4年
度
を
振
り
返
っ
て

「
平
和
」
の
発
言
者
た
り
得
た
の
で
あ
る
。
今
ま
さ
に
、
先

人
の
犠
牲
の
結
実
た
る
平
和
憲
法
の
改
正
が
、
現
実
の
虚

像
に
基
づ
い
て
大
し
た
抵
抗
も
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
は
、
耐
え
難
い
こ
と
で
あ
る
。

「
対
テ
ロ
戦
争
」
と
は
、
実
体
の
な
い
亡
霊
と
の
戦
い
で

あ
る
。
こ
ん
な
も
の
に
先
人
た
ち
の
死
を
無
駄
に
し
、
私

た
ち
の
子
供
た
ち
を
供
え
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
は
軍
事

カ
で
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
見
て
き
た
。
砂
漠

か
ら
よ
み
が
え
っ
た
緑
の
大
地
に
立
つ
と
き
、
文
字
通
り

地
に
つ
い
た
平
和
な
感
情
に
支
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
実
感
は
座
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
命
の
苺
さ

哲

地元の長老なども参加して執り行われた第二次通水式
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を
共
有
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
結
実
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

日
本
か
ら
遠
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村
地
帯
に
あ
っ
て
、

本
当
の
平
和
が
実
感
で
き
る
幸
せ
を
感
謝
し
た
い
。

わ
れ
わ
れ

敵
は
吾
々
の
内
に
あ
る
。

2
0
0
4
年
度
の
概
況

1

概
況

二
0

0
一
年
十
月
の
米
軍
に
よ
る
「
ア
フ
ガ
ン
空
爆
」

以
後
、
翌
年
二
月
の
復
興
支
援
東
京
会
議
で
沸
い
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。

じ
ヽ
3
<

こ
の
間
、
世
界
の
耳
目
は
首
都
カ
プ
ー
ル
の
政
局
の
動
向

に
の
み
注
が
れ
、

一
見
安
定
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
だ
け

を
残
し
た
。
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」
の
結
末
は
今
で
こ
そ
、
謙

虚
に
総
括
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

米
軍
に
よ
る
「
ア
ル
カ
イ
ダ
討
伐
作
戦
」
は
、
な
お
続

い
て
お
り
、
東
部
地
域
（
ク
ナ
ー
ル
州
、
パ
ク
テ
ィ
ア
州
、

ザ
ー
プ
ル
州
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
な
ど
）
の
戦
闘
は
む
し

ろ
拡
大
し
て
い
る
。
米
軍
は
初
め
の

一
万
二
千
名
か
ら

一

万
六
千
名
に
増
強
さ
れ
、
連
日
各
地
で
米
軍
襲
撃
や
爆
破

事
件
が
絶
え
ず
、
治
安
は
明
ら
か
に
悪
化
し
て
い
る
。

O

四
年
九
月
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
が
正
式
の
選
挙
手
続
き
を
経

て
、
新
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
も
の
の
、
権
力
の
及
ぶ
の
は

依
然
と
し
て
点
と
線
で
あ
る
。

か
レ

u
っ

五
年
目
の
旱
魃
は
や
は
り
厳
し
く
、
農
業
国
家
た
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
食
糧
自
給
率
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

に
落
ち
た
。
故
郷
で
暮
ら
せ
ぬ
農
民
た
ち
が
、
イ
ラ
ン
・

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
帰
還
し
た
難
民
と
共
に
、
職
の
な
い
ま

ま
大
都
市
に
あ
ふ
れ
、
政
清
の
不
安
定
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
は
、

0
五
年
五
月
、
米
兵
に
よ

ぼ
う
と
く

る
「
コ
ー
ラ
ン
冒
涜
事
件
」
が
伝
え
ら
れ
る
や
、
街
頭
デ

モ
が
半
ば
自
然
発
生
的
に
起
き
、
学
生
二
名
が
射
殺
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
暴
徒
化
し
た
群
集
が
国
連
や
外
国
N
G

0
の
事
務
所
を
襲
繋
、

一
時
東
部
の
支
援
活
動
は
マ
ヒ
状

態
に
陥
っ
た
。

各
地
に
飛
び
火
し
た
暴
動
は
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
住
民

た
ち
の
心
情
の

一
端
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
衆
の

多
く
が
無
言
の
支
持
を
与
え
て
い
た
か
ら
だ
。
ア
フ
ガ
ン

空
爆
と
復
輿
プ
ー
ム
以
後
の
一
連
の
動
き
は
、
必
ず
し
も

飢
え
た
大
衆
の
救
済
に
役
立
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
一
触

即
発
の
危
機
は
、

「銃
剣
に
守
ら
れ
る
復
興
支
援
」
が
続
く

限
り
、
消
滅
し
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

国
民
の
貧
窮
は
至
る
所
で
矛
盾
を
生
み
出
し
た
。
米
軍

に
擁
立
さ
れ
る
カ
ル
ザ
イ
新
政
権
で
さ
え
、
「
援
助
の
大
半

が
外
国
団
体
を
通
し
て
与
え
ら
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
な

い
」
と
の
強
硬
意
見
が
主
流
と
な
り
、

0
四
年
九
月
、
大

と

う

た

幅
な
外
国
N
G
0
の
洵
汰
に
乗
り
出
し
た
が
、

N
G
O
を

担
当
す
る
経
済
省
大
臣
が
辞
職
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

0
四
年
前
半
、
ア
ヘ
ン
生
産
は
急
増
を
続
け
、
世
界
の

麻
薬
の
七
割
以
上
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

一
国
で
占
め
る
に

至
っ
た
。

0
五
年
に
な
っ
て
、
六
年
ぶ
り
に
降
雨
・
降
雪

が
見
ら
れ
、
旱
魃
は
和
ら
ぐ
気
配
を
見
せ
て
い
る
。
し
か

し
、
長
期
的
に
は
、
温
暖
化
の
過
程
の

一
休
止
期
と
し
か

思
わ
れ
な
い
。

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
こ

れ
ま
で
と
少
し
も
変
わ
ら
ず
、
ア
フ
ガ
ン
束
部
の
活
動
を

続
け
て
き
た
。
飲
料
水
源
（
井
戸
）
は
千
四
百
ケ
所
を
超

え
、
三
十
五
万
人
の
離
村
を
く
い
止
め
、
「
難
民
帰
還
」
に

貢
献
し
た
と
は
い
え
、
砂
漠
化
に
よ
る
農
村
の
荒
廃
は
目

を
覆
う
ば
か
り
で
あ
り
、

0
四
年
度
は
全
力
を
用
水
路
建

設
に
傾
け
た
。

病
死
の
背
景
に
は
不
衛
生
と
栄
養
失
調
が
あ
り
、
十
分

な
食
糧
（
農
業
生
産
）
と
消
潔
な
飲
料
水
こ
そ
が
、
健
康

用水路D1地点の遊水池で泳ぐ子供たち

と
平
和
の
基
礎
で
あ
り
、
国
家
再
建
の
柱
だ
と
い
う
確
信

は
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
遠
か
ら
ず
来
る
米
軍

か
ん
が
い

の
撤
退
に
よ
る
混
乱
を
思
え
ば
、
最
優
先
を
灌
漑
計
画
に

置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

0
五
年
四
月
、
用

水
路
建
設
は
着
工
か
ら
二
年
に
し
て
最
難
関
の
岩
盤
地
帯

（
取
水
口
部
か
ら
四
・
八
k
m
)
を
突
破
し
、
五
月
二
十
日
、

公
式
に
「
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
地
域
約
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
灌

漑
成
功
」
を
地
方
行
政
に
伝
え
た
。
工
事
は
に
わ
か
に
進

展
し
、
六
月
九
日
現
在
、
全
長
十
四
k

m
中
、
工
事
の
先

端
は
十
•
四
k
m

に
延
ば
さ
れ
、
七
k
m
地
点
ま
で
の
導

水
を
確
認
し
た
。

し
か
し
、
活
動
の
建
て
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
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も
あ
っ
た
。
医
療
活
動
で
は
、
医
師
層
の
流
出
に
悩
ま
さ

れ
、
か
つ
米
軍
の
活
動
が
奥
地
に
ま
で
及
ん
で
職
員
の
安

全
が
保
た
れ
な
く
な
っ
た
。

0
四
年
一
月
、
九
二
年
以
来

続
い
た
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
（
沖
縄
。
ヒ
ー
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、

ワ
マ
（
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
）
の
二
診
療
所
を
涙
を
呑
ん
で
行

政
側
に
譲
渡
、

P
M
S
の
ア
フ
ガ
ン
内
診
療
所
を
ダ
ラ
エ

ヌ
ー
ル
渓
谷
（
人
口
五
万
）
に
絞
っ
た
。
飲
料
水
源
事
業

で
は
、
帰
還
難
民
の
急
増
に
よ
っ
て
活
動
地
が
広
大
な
地

域
に
拡
散
、
管
理
困
難
に
陥
っ
て
、
現
在
態
勢
を
立
て
直

し
て
い
る
。

試
験
農
場
で
は
、
飼
料
生
産
で
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ア
が
根

づ
き
、
イ
モ
類
な
ど
で
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
た
が
、
成

果
を
論
ず
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
で
あ
る
。

2
．
医
療
活
動

二
0

0
四
年
度
は
、
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
診
療
所
（
沖
縄
。
ヒ

ー
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
ワ
マ
（
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
）
診
療
所

の
二
つ
を
失
っ
た
。
そ
の
顛
末
は
会
報
八
十
三
号
に
紹
介

し
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
こ
れ
が
軍
事
活
動
11
復
興
支

援
の
結
末
か
と
、
病
院
職
員

一
同
が
悲
し
み
、
寒
々
と
し

た
気
分
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
だ
が
、
住
民
の
陳

情
に
応
え
て
、

「
一
時
撤
退
」
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

長
期
的
に
は
、
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
限
り
、
戻
る
つ
も

り
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
シ
ュ
ト
診
療
所
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
こ
れ
ま
で
通
り
。
特
に
唯

一
残
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ン
側
の
診
療
所
で
は
、
地
域
全
体
を

P
M
S
管
轄
と
し
、
よ
り
質
の
高
い
診
療
充
実
を
目
指
し

て
い
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
基
地
病
院
は
、
数
少
な
い
ア
フ
ガ
ン
難

民
の
診
療
施
設
と
し
て
、
逆
に
璽
要
性
を
増
し
て
い
る
。

殆
ど
の
医
療
団
体
と
医
師
層
が
カ
プ
ー
ル
に
移
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
貧
困
な
難
民
層
は
依
然
と
し
て
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
に
も
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
合
併

症
を
ま
と
も
に
診
療
で
き
る
施
設
が
皆
無
の
中
、
他
病
院

と
競
合
せ
ぬ
よ
う
、
皮
膚
・
神
経
疾
患
を
重
点
的
に
診
ら

れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
年
度
実
績
は
表
1
¥
3
の
通

り。
3
．
飲
料
水
源
（
井
戸
）
事
業

0
五
年
三
月
末
硯
在
、
作
業
地
、
利
用
可
能
な
水
源
数

は
表
4
の
と
お
り
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
ト
ル
ハ
ム
国

境
の
よ
う
に
、
大
き
な
給
水
塔
を
備
え
て
数
本
で
地
域
全

b
+
 

体
（
約
五
千
名
以
上
）
を
ま
か
な
う
も
の
か
ら
、
僅
か
数

家
族
し
か
使
え
ぬ
も
の
ま
で
、
様
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
・
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
の
よ
う
に
人
口
の
少

な
い
と
こ
ろ
に
密
集
し
た
り
、
ア
チ
ン
郡
の
よ
う
に
ま
ば

ら
に
散
在
す
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

0
四
年
度
は
こ
の
状
態
を
い
っ
た
ん
解
消
、
数
は
少
い

が
恩
恵
が
多
く
の
人
々
に
及
ぶ
よ
う
、
態
勢
立
て
直
し
の

努
力
が
開
始
さ
れ
た
。

4
．
農
業
関
係

飼
料
生
産
で
実
が
上
が
っ
た
と
思
え
る
も
の
は
、
ア
ル

フ
ァ
ル
フ
ァ
の
普
及
で
あ
る
。
「
シ
ャ
フ
タ
ル
」
と
い
う
現

地
の
も
の
（
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
原
種
）
よ
り
も
明
ら
か
に

優
れ
て
お
り
、
徐
々
に
一
般
化
し
て
い
る
。
サ
イ
レ
ー
ジ

の
簡
便
法
は
、
そ
の
効
果
判
定
に
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

あ
る
。
イ
モ
類
も
一
時
期
、
期
待
を
持
た
せ
た
が
、
、
こ
れ

も
調
理
法
な
ど
、
現
地
の
好
み
に
合
わ
せ
る
努
力
が
要
る
。

換
金
作
物
と
し
て
有
望
な
茶
の
栽
培
は
、
土
壌
の
改
良

（
弱
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
の
中
和
）
、
日
射
星
や
湿
度
の
調
整

で
苦
心
し
て
お
り
、

0
四
年
度
は
試
験
農
場
を
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
渓
谷
上
流
、
標
高
約
二
千

m
の
ウ
ェ
ー
ガ
ル
村
に
拡

5
．
用
水
路
（
真
珠
川
）
事
業

二
0

0
三
年
度
以
来
、
最
大
の
力
を
注
い
で
き
た
本
事

業
は
、
着
工
か
ら
一
一
年
、

0
四
年
度
末
に
な
っ
て
、
や
っ

と
本
格
的
な
展
望
が
開
け
た
。

0
四
年
四
月
に
始
ま
っ
た

沈
砂
池
（
取
水
口
か
ら
一
・
六

k
m
)
造
成
は
、
一
年
が

か
り
で
完
成
、
こ
れ
に
よ
っ
て
夏
の
濁
流
を
清
水
に
変
え
、

し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
の
手
間
が
か
か
ら
ぬ
質
の
良
い
水
を
送
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

さ

両
端
に
挿
し
木
し
た
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
の
成
長
は
予
想
以
上

で
、
時
期
の
良
か
っ
た
も
の
は
、
一
年
で
四
メ
ー
ト
ル
以

上
成
長
、
取
水
口
か
ら
沈
砂
池
ま
で
緑
の
ベ
ル
ト
が
続
い

て
い
る
。
現
在
約
六
k
m
地
点
ま
で
、
水
路
沿
い
に
更
に

大
、
地
道
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

用水路G地区。 5月の通水でつ田畑への灌漑が始まった
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六
万
本
が
挿
し
木
さ
れ
て
緑
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
地
の
専
門
家
を
し
て
「
奇
跡
」
と
呼
ば
し
め

た
高
い
岩
崖
固
り
（
取
水
口
か
ら
四
ー
五

k
m
地
点
）
の

水
路
は
、
周
囲
―

.
-
k
m
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
、
高
さ

十
七

m
、
幅
四
十

m
以
上
を
埋
め
立
て
て
頂
点
を
掘
削
、

蛇
篭
（
ふ
と
ん
篭
）
を
両
岸
の
骨
格
と
し
、

P
M
S
独
自

で
開
発
し
た
軽
星
セ
メ
ン
ト
（
現
地
の
一
般
的
な
土
で
あ

る
「
ハ
ウ
ル
」
に
二
％
前
後
の
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
た
も
の
）

を
岩
石
の
隙
間
に
流
し
込
み
、
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
盛
上
上
の
セ
メ
ン
ト
構
造
の
水
路
は
、
ヒ
ビ
が
入

る
と
隙
間
か
ら
漏
水
、
泥
土
が
流
出
し
て
大
き
な
決
壊
に

つ
な
が
る
が
、
使

用
し
た
「
軽
呈
セ

メ
ン
ト
」
は
、
表

面
は
一
見
モ
ル
タ

ル
に
似
て
い
る
が
、

士
の
性
質
を
残
し

て
い
る
の
で
、
小

さ
な
漏
水
が
あ
れ

ば
膨
張
し
た
粘
土

塊
と
な
っ
て
隙
間

を
詰
め
る
。
一
ヶ

月
間
水
を
流
し
続

け
て
観
察
、
殆
ど

漏
水
し
な
い
こ
と

を
確
認
し
、

0
五

年
五
月
―
―
十
日
、

公
式
に
「
ク
ズ
ク

ナ
ー
ル
地
域
四
百

八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

灌
漑
」
を
ニ
ン
グ

ラ
ハ
ル
州
政
府
に

表1

診療所

PMS基地病院

ラシュト診療所

ワマ診療所

ダラエ・ピーチ診療所

ダラエ・ヌール診療所

計

外来数

39,675 

4,754 

10,228 

31,519 

43,747 

129,923 

外傷治療数

4,239 

157 

773 

1,591 

1,530 

8,290 

入院数

1,291 

1,291 

(
l
)
医
療
活
動

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
基
地
病
院
は
ハ
ン
セ
ン
病
お
よ
び
類
似

疾
患
、
皮
膚
ー
神
経
疾
患
に
重
点
を
置
い
て
改
善
し
、
診

療
の
量
よ
り
も
質
を
高
め
る
方
針
を
と
る
。
ア
フ
ガ
ン
内

の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
、
渓
谷
全
体
の
人
口
を
よ
り

充
実
し
て
診
療
し
、
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
集
中

す
る
。
医
師
数
は
激
減
し
た
が
（
八
名
）
、
活
動
地
域
の
縮

小
が
あ
り
、
十
分
可
能
で
あ
る
。

・

(
2
)
井
戸
事
業

上
半
期
は
完
成
井
戸
の
住
民
へ
の
譲
渡
11
自
主
管
理
を

徹
底
し
て
進
め
、
下
半
期
か
ら
公
共
性
の
高
い
も
の
（
数

ヵ

少
な
く
且
つ
受
益
者
の
多
い
も
の
）
を
着
実
に
積
み
上
げ

て
ゆ
く
。
住
民
が
独
力
で
出
来
る
も
の
は
手
を
つ
け
な
い
。

05年
度
事
業
予
定

報
告
し
た
。

水
路
の
梗
概
は
七
頁
の
報
告
書
の
通
り
。
流
量
は
予
想

を
は
る
か
に
上
回
り
、
最
大
可
能
流
量
が
毎
秒
八
ト
ン
以

上
、
そ
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
分
水
量
で
、
小
麦
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ら
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
灌
漑
で
き
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。
損
失
水
量
を
考
え
て
も
、
確
実
に
数
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
旱
魃
地
帯
を
灌
漑
し
得
る
。
工
事
の
速
度

は
、
一
挙
に
加
速
さ
れ
た
。

0
五
年
六
月
九
日
現
在
、
主

事
の
最
先
端
は
十
•
四
k
m
地
点
ま
で
一
気
に
伸
び
、
七

k
m
地
点
ま
で
の
通
水
を
確
認
し
て
い
る
。

6
．
ワ
ー
カ
ー
派
遣
事
業

0
四
年
度
に
送
り
出
さ
れ
た
ワ
ー
カ
ー
は
別
表

5
の
通

り
。
二
十
代
の
若
者
の
活
躍
に
、
六
十
オ
前
後
の
年
長
者

が
加
わ
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）

(
3
)
灌
漑
事
業

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
（
真
珠
）
用
水
路
の
十
k

m
地
点
ま
で

の
年
内
完
成
。
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
の
暴
れ
川
の
治
水
。
最

終
地
点
ま
で
の
用
地
収
用
を
確
実
に
進
め
る
。

(
4
)
農
業
関
係

引
き
続
き
、
茶
の
栽
培
の
試
み
、
家
畜
飼
料
な
ど
の
研

究
を
行
う
。

九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専
門
11
神
経
内
科
（
現
地
で
は

内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。
国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
十
一
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン

病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
民
層
の
診
療

に
携
る
。
一
九
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め

の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
一
―
―
つ
の
診

療
所
を
設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待

つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療

所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
行
っ
て
い
る
。
―

1
0
0
0
年

以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の

た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。

作
業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
一
―

0

0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復

興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
継
続
‘
―

1
0
0
1
―
一
年
春

か
ら
は
そ
の
一
環
と
し
て
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
。
年

間
診
療
数
約
十
三
万
人
(
―

1
0
0
四
年
度
）
。
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表2 各診療所の診療数と検査権数の内訳

国名

地域名

病院 ・診療所名

外来患者総数
・・・・・・-・・・-------・・・・ 
（内訳） 一般.• ~. --•· • ---

らい
- - - - 0 - - - - • • ←--

てんかん• -• -------“--・・ -• -• -•• ·~ 
結核• -·~.“... .. -—• --~ -_ • -----
マラリア

入院患者総数
.．・ • -~ ---・ • ---・ • ・ •... 
(1祁訳） らい
.. -·~ ・ • -・ • ---...—, 

らい以外

外傷治療総数

手術実締数

検査総数
• -------------·~ ・ • 
,,勺眼） 血液二般
・・・・・・・・・・・・-・-・-----

尿
．．ー・・・....-金● ~---···

• ・ • . .. ---------------
高酸性揮菌..... --.. -•......... .. 
マラリア
リーシュマニア

・・・・・・・・-・・・・---・・---
その他

リハピりテーション
実細総数

サンダル ・ウーク
ショップ実旅総数

ヘロ冒
アフガニスタン

北東部山岳地帯

ダラエ ・ヌール 1ダラエ・ピーチ ワマ

-----i翌---|——----- ~----
2,334 .• ・-. 
169 .• ・-. 
1,122 

4,239 

： ＿ ： ：塁万――:: :I::―ー］喜;: : : : :~: :：誓喜~:: ::
261 90 

←――← ---―し7_----.L --------'.? -----
2,703 1,825 

----. --_-_. -----1---------------

-------_-_ ------1---------------

157 1,530 1,591 

33 

24.568 ， 2 ___ 2~:5_6_8 ___ -'-______ ~ ___ _ 

2,926 
------ - - -— -,_ ----------. 2,865 
-・・----・ 
1,904 

-------- -- -1--—--- ----- -293 
・・・・・・・・・・・・・-・-・・-・・-・・ 
1,785 | 1 

.. ·14:~ 會- - -— 1-· · •··· i ···· 14,795 I 1 

7,045 

7,282 I 7,291 
.．．．-----------|---.．-..．．．..．． 

l,032 I 909 
ー・・-・ i ¥?1r -----1------d~j -----
1,215 I 1,343 

1,125 I 1,478 
---------------1---^  --------―ー・

0 I 76 

3,231 

•一・
679 

2,828 

657 

10 
ー・

゜-------------
341 

773 

355 ．．． 
30 ．．． 
65 
．．． 
112 

-------------

゜．． ~ ー・

148 

--------・-・・・ 

゜
117 

表3 PMS病院検査数の内訳 表4 水源確保事業の現状
（ ）内は完成した井戸・修復したカレーズの数 (2005年3月26日現在）

血液 2,926 心電図 768 
尿 2,865 超音波断屈写真 4,175 飲料井戸 菰漑井戸 カレーズ 計
便 1,904 心エコー 214 ダラエ・ヌール 400 (337) 11 (9) 38 (38) 449 (384) 

らい菌塗沫検査 113 細菌

゜
ソルフロッド郡 538 (447) 538 (447) 

抗酸性オ旱菌 293 体液（悟液・胸腹水等） 24 ロダト郡 256 (225) 256 (225) 
マラリ7血液7イLVH 1,696 その他 2,052 カイバル峠 4 (2) 4 (2) 
リーシュマニア 89 内視鏡 542 アチン郡 171 (171) 171 (171) 
生化学 3,012 病理組織検査

゜
スタッフ用 20 (17) 20 (17) 

レントゲン 3,895 小計 24,568 その他 15 (11) 

Total 1404 0210J I II (9) I 38 (38) I 1453 (1257 
表5 現地派遣ワーカー

氏名 熾種 派遣開始 現在 氏名 版 種 祇遣開始 現在

♦医療 (PMS病院） 16本田潤一郎 用水路 2004年1月 継統中
1藤田千代子 院長代理・看護部長 1991年9月 継統中 17松永貴明 支部会計 2004年4月 継統中
2中山博喜 会計担当 2001年4月 継続中 18進藤陽一郎 農業計画 2004年5月 継統中
3仲地省吾 医局長 2002年2月 2005年2月終了 l9神戸秀樹 井戸担当 2004年5月 継統中
4 T.M. 連絡員 2002年7月 2004年10月終了 20鬼木稔 用水路 2004年5月 継続中
5坂尾美知子 臨床検査枝師 2002年7月 継続中 21璽住正幸 事務 2004年9月 継続中
6鈴木祐治 ペシャワール事務所 2003年6月 継続中 22西野大介 用水路 2004年9月 2005年7月終了
7紺野道寛 ダラエヌール診療所薬局 2003年7月 継続中 23杉山大二朗 用水路 2005年2月 継統中
●水利 ・ 農業計画（ジャララバード支部） 24村井光義 事務 2005年3月 継続中
8川口拓真 用水路 2002年3月 2005年 1月終了 ♦定期・短期派遣者
9橋本康範 農業計画 2002年6月 2005年3月終了 25高橋修 農業枝術顧問 2002年3月 定期派遣
lO宮路正仁 井戸担当 2002年11月 継続中 26石橋忠明 用水路 2003年12月 短期派遣
l]近藤真一 用水路 2003年1月 継紐中 27紺野勝寛 機械整備 2004年6月 短期派遠
12情宮伸太郎 用水路 2003年2月 2004年2月終了 28前田裕之 診療放射線枝師 2004年4月 桓期派遣
13鈴木学 用水路 2003年3月 2005年3月終了 ●2005年度新規ワーカ(2005年7月初現200在5）年
14大越猛 事務•連絡員 2003年4月 2004年4月終了 29芹澤誠治 井戸担当 4月 継続中
15伊藤和也 農業計両 2003年12月 継紐中
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朗報砂漠が水郷に！ 中村哲
せいてん へきれき

小麦の収穫を前に、雨乞いしていた農民には青天の露廂、突然背後を突くように大贔の水が流れてきたので、

大変な騒き1と喜びに包まれていました。これまで、「irrigationproject（灌漑計画）」と称するNGOや国連の看板

は多く目にしましたが、何れもポンプ小屋を設置するだけで、川の水を汲むにも 8時間で 1ジェリプ（約2000

平方メートル）当 り、 120ルピー要りました。ヘクタール当り 600ルピーですから、いくら現金収入を得ても、

維持費に消えてしまいます。また、農村女性にとって何が辛いかといえば、水汲みでした。彼女らの日課のひ

とつが川からの水汲みです。それが、家の前に水が来る。村人たちの喜びは想像できるでしょう。

なお、天水と川水のボンプ汲み上げでかろうじて農耕していたのが、約800ジェリブ (160ヘクタール）で、
かんがい

これも分水路の湿漑可能面積に入れています。
かん11つ

また、クズクナールの低地はシェイワ地域に連続しています。シェイワの中心部は旱魃でも生き残るほど水が

豊かですが、問題は冬のクナール川の水位です。取水部の改修を繰り返しても、多量の土の粒子を含む濁流が

川を埋めてしまい、冬の取水が困難になります。そこで、この分水路をシェイワ盆地上流の水路網に連結すれ

ば、秋と冬の水欠乏は解消します。いったい、どの程度の水量が必要か、調査を進める予定です。

シェイワ郡の山側は、最も旱魃がひどく、数千家族が難民化していると見られています。これについては、

PMSの主水路が2年後に到着すると、大半は潤せる と見ています。

水路工事はまだ半ばですが、 PMSを支える日本側とアフガン側の並々ならぬ協力により、この事業がやっと

第一弾の灌凝に至ったことを、感謝と喜びを以って報告します。

●灌漑用水路建設工事の進捗状況 (2005年4月現在） ● 

最難関の4~5km区間 (FとG地区）を無事突破、分水路とサイフォン部を完成、 4月5日に再確認して、翌日6日よりクズ

クナール方面、翌々日7日よりスランプール平原部へ灌漑を始めた。現在、水路はさらに延び、 4月15日現在、サイフォ

ンから1300m地点を完成した。概要は以下のとおり。

1.取水口から末端まで主水路の最大許容流批；毎秒8トン

以上

2. クズクナール、スランプールヘの分水流盪；毎秒0.6~

1.2トン

3.現在確定した予定灌漑面積；
クズクナールで約2000ジェリプ (・=4()()へクタール）

スランプールで約4OOジェリプ (=80ヘクタール）

合計約480ヘクタール

4.水路の概要

●取水口

斜め堰；長さ220m、幅10~20m

水門；堰板方式（上水の取水）、幅I.5mX3門、取水口

部水底の標高633.5m

●2003年度に完成したABC区域；

全長1600m、蛇篭・柳枝工による護岸、 幅6.0m、傾斜

0.00125、余裕高I.Om以上

●遊水地 (DI区域）

主に沈砂池、流量安定の貯水池として機能。短径330m、

長径480m、円周約1.2km、水深3~6m。

水門は三連アーチの堰板式（幅2.0mX3)、高さ3m、排

水門2.0mXI、浚渫用に排水門下部に連続して深lmX

幅lmX長さ16mの溝。

道路と接する堰提は、全長330m、底部幅20m、尚さ水

底より8m、巨石を核に土石を入れ、全周斜面を柳枝工

で保護。道路側は石紐で根固めエ、斜面は芝生工で保

護。

●D2区域；

全長398m、幅!Om以上、余裕高2m、傾斜0.0003

●水道橋；幅2.5m、高さ1.6m、長さ18m。水深lmの許

容水編は毎秒12トン

●E地区水路；

全長1300m、幅6m、余裕高2~3m、傾斜0.0007。水深lm

まで蛇篭・柳枝工で護岸

●涸れ川横断暗渠；全長20m

●道路横断暗渠 (EとF区間の境界） ；全長12m

●F区間水路

埋立ての上、掘削（埋立高5~14m、底部埋立幅30-40

m、埋立部傾斜30~40度）。全長600m、幅5.5m、護岸

は蛇竜エ・軽曼セメントモルタルで施工、余裕高l.0~

I.Sm、傾斜0.0008

●G区間水路

全長500m、幅5.5m、埋立ての上、掘削（埋立高15-17

m、底部埋立幅40-45m、埋立部傾斜35-40度）。右岸

は岩盤、左岸はF区間と同様の護岸。傾斜・余裕高はF

区間に同じ。岩盤側はセメントミルクで岩の空隙を埋

めて密閉。

●サイフォン・分水部

分水門；幅0.6m、高さ3m。許容分水羹；水深Im全開

で約2トン

サイフォン部；道路横断暗渠。長さ16m、水深Im時の

許容流最毎秒16トン

標高は629.25m、取水部との落差4.25m下、クナール川

水面との落差は約18-20m上。

●Hl遊水地

全長300m、幅7-30m、水深3~6m、堤防の構造は次の

Hlに同じ。

●H［水路（スランプール盆地前半）

全長1000m、幅約10m、傾斜0.0003。余裕高Im以上。堤

防護岸は斜面底部に巨石を置き、大小の岩石や砕石で

厚さ約0.8mの層を作り、土砂を掩蔽、植樹で保護。



2005年6月29日 ペシャワール会報 No.84 8
 

2004年度の主な収支
寄付を頂きました団体の御名前につきましては紙面の都合上、割愛させていただきます。

期間 2004年4月～2005年3月

一般会計（単位：円）
［収入の部］

1 会按・寄付

2 補助金等

3 収益事業収入

書籍等販売収益

4 利息雑収入

5 その他収入

年度収入計

前年度繰越

収 入計

収益事業会計
［収入の部］

醤籍売上

カレンダー等売上

ビデオ売上

売上収入計

戸
事業収益合計

［経貨の部］

省籍原価

カレンダー制作・販売費

ビデオ制作貨

送科等経役

経費合計

事業税

当期収益（一般会計繰入）

［支出の部］

228,519,876① 1 現地協力貨

〇 うちPMS迎営費

〇 井戸掘り事菜

〇 農業支援事菜

23,083 i荏漑用水路

0 アフガン事務所

228,542,959 現地ワーカー貨

285,601,898 渡航貨

514,144,857 国内活動貨

2 広報貨

3 事務局貨
年度支出計

次年度繰越

支出 計

1,337,560 

4,493,600 

1,746,000 

7,577,160 

601,440 

8,178,600 

1,293,032 

4,306,000 

1,470,000 

613,516 

7,682,548 

519,600 

-23,548 

①
個
人
会
黄
•
寄
付1
5

、

1
1
9

件
、
団
体
寄
付
9
5
3

件

②
パ
キ
ス
ク
ン
・
ア
フ
ガ
ン
診
療
所

③
飲
み
水
等
供
給
半
業

④
作
物
育
成
試
験
等

⑤
農
業
用
灌
漑
用
水
路
建
設

⑥
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所

⑦
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
費②

③

④

⑤

⑥

⑦

 

103828408438993032469005930 

竺
〗
帆
訟
感
萬
翠
翼
戚

9

9

6
5
5
9
9
6
i
 

o
l
o
 

8

8

5

 

4

2

 

6,229,678 

21,258,480 

508,415,261 

5,729,596 

514,144,857 

; • o - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • • • - - - -—ー・

未使用切手、書き損じ葉書の寄付
寄付いただいた件数 1,368件

未使用切手枚数 127,041枚

未使用切手金額 5,412,554円

書き損じ葉書枚数 36,593枚

書き損じ葉書金額 1,725,653円

合計金額 7,138,207円

＊会報発送貨川等の節約になっています。

...... ----........ --... -----...... ----.. --_: 

●2004年度事業額 1支出ベース）
508,415,261円

事業規模（寄付m直・事●額）の推移
＊個人会員数は会報の発送数の記録を基礎にしています 50,84 1.5 

IOOOO 

8000 

6000 

4000 

2000 

事業費総額

現地活動；＼ mo. ム• 8.797.7 8,8890 
1609人

（割合）＼ 7,503.5 

5,339.0 
(1983年）

／ 

8,134.4 

7,131.7 7,292．町□丘叫は3贔4
8.292.1 
8,356.1 

6,697.4 7,oso.o r --• • -
4,1|（覧冑に9%1(94.3%i(940%iは孟や．8中心44心7
.5%’’ 

事額業 。 1,~8J 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 
年度

個人会費•寄付件数 685

団体寄付件数 55 

24.907.0 
92.1% 
20,482.0 
89.8% 

2000 2001 2002 2003 2004 

1,097 1,322 2,202 2,722 3,096 3,503 3,283 2,968 3,432 3,279 3,467 59,478 21,167 18,079 15,119 

91 98 114 159 191 145 150 221 135 172 176 689 1,730 1,275 953 
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四
月
一
日
よ
り
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
九
名
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
間
し
た
。

私
に
と
っ
て
は

T
度
一
年
ぶ
り
の
訪
間
に
あ
た
る
。
中
村

哲
医
師
よ
り
事
務
局
貝
も
現
地
を
直
接
見
る
機
会
を
持
つ
よ

う
に
要
請
さ
れ
て
希
望
者
を
募
り
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

た
。
特
筆
す
べ
き
は
女
性
が
一
＝
名
含
ま
れ
て
、
初
め
て
ト
ル

ハ
ム
国
境
を
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
越
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
と
現
地
の
細
心
の
準
備
が

あ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
り
、
現
地
活
動
の
傍
ら
負
担
を
か

け
た
の
で
は
と
感
謝
で
一
杯
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
し
て
は

例
年
に
な
く
涼
し
く
、
真
夏
の
暑
さ
を
覚
悟
し
て
い
た
の
だ

が
、
楽
な
行
程
で
あ
っ
た
の
も
幸
い
し
た
。

P
M
S
病
院
は
医
師
メ
ン
バ
ー
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た

が
、
ジ
ア
副
院
長
や
イ
ク
ラ
ム
ラ
事
務
長
、
看
護
師
や
検
査

技
師
、
薬
剤
師
、
運
転
手
の
懐
か
し
い
頻
が
多
く
見
ら
れ
た
。

一
人
ひ
と
り
ハ
グ
を
し
て
挨
拶
す
る
と
、
無
事
に
生
き
抜
い

て
再
会
し
た
実
感
に
感
動
す
る
。
診
療
風
景
は
変
わ
り
な
く
、

多
く
の
外
来
患
者
、
急
性
感
染
症
を
中
心
に
ハ
ン
セ
ン
病
や

結
核
の
慢
性
期
の
患
者
も
人
院
し
て
い
た
。
腸
チ
フ
ス
の
子

一
年
ぶ
り
の
訪
問

供
が
二
人
入
院
し
て
お
り
、
入
院
し
て
間
も
な
い
子
供
は
ま

だ
重
篤
感
が
漂
っ
て
い
る
が
、
二
週
間
も
し
て
退
院
間
近
の

子
供
は
元
気
に
し
て
い
た
。
ま
だ
こ
こ
で
は
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

休
み
の
日
に
は
国
境
沿
い
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
跡
を
見
に
行

く
こ
と
が
で
き
た
。
既
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
取
り
払
わ
れ
て

お
り
、
広
い
荒
野
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
市
内

は
初
め
て
訪
問
し
た
十
年
前
と
は
異
な
り
道
路
は
舗
装
さ
れ
、

と
も

灯
り
が
点
さ
れ
、
人
々
も
き
ら
び
や
か
に
見
え
る
が
、
そ
の

反
面
で
反
政
府
運
動
も
盛
ん
で
米
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
空
爆

う
っ
せ
き

後
の
戦
争
の
鬱
積
が
感
じ
ら
れ
る
。
旧
市
街
な
ど
バ
ザ
ー
ル

も
自
由
に
歩
く
こ
と
は
差
し
控
え
る
よ
う
に
注
意
を
受
け
た
。

ト
ル
ハ
ム
国
境
を
越
え
る
に
は
ジ
ア
副
院
長
の
先
導
が
あ

っ
て
ス
ム
ー
ス
に
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
境
に
は
P
M

S
が
掘
っ
た
一
一
本
の
井
戸
が
稼
動
し
、
更
に
二
本
が
完
成
間

近
で
あ
る
。
ト
ル
ハ
ム
の
バ
ザ
ー
ル
に
簡
易
の
水
道
が
設
け

な

じ

ら
れ
今
は
そ
の
風
景
が
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
だ
が
、
二
年

前
ま
で
は
水
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
国
境
を
越
え

る
と
全
く
の
岩
石
砂
漠
だ
っ
た
昨
年
と
異
な
り
、
地
而
を
薄

い
緑
が
覆
っ
て
い
る
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
よ
り
雨
が
多
く
降

っ
た
と
い
う
。
そ
の
緑
が
山
に
続
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長
却
ぃ
ト
一
偲
《

将
来
見
据
え
継
続
す
る
灌
漑
事
業

●
現
地
視
察
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て

こ
の
緑
を
追
っ
て
遊
牧
民
が
羊
を
移
動
さ
せ
る
わ
け
が
理
解

で
き
る
。
黄
色
や
ピ
ン
ク
、
紫
の
花
も
咲
き
誇
こ
り
、
気
持

ち
が
ウ
キ
ウ
キ
す
る
が
、
急
に
立
ち
現
れ
る
米
軍
の
基
地
が

周
囲
の
景
色
に
違
和
感
を
与
え
た
。

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
事
務
所
と
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
に
着
く

と
、
懐
か
し
い
顔
が
迎
え
て
く
れ
る
。
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
も

遊
水
池
の
水
門
や
ス
ラ
ン
プ
ー
ル
ま
で
到
達
し
た
用
水
路
の

工
事
に
余
念
が
な
く
、
忙
し
く
立
ち
働
い
て
た
。
こ
こ
で
初

め
て
農
地
へ
の
灌
漑
が
可
能
に
な
る
。
自
分
た
ち
で
分
水
路

を
作
り
水
が
畑
に
流
れ
る
感
激
の
余
韻
が
残
っ
て
い
た
。
こ

の
水
路
の
規
模
は
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
二
百
人
を
超
え
る
外
来
患
者
で

ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
既
に
マ
ラ
リ
ア
の
患
者
が
出
て
、
患

者
の
血
液
か
ら
マ
ラ
リ
ア
原
虫
も
検
出
さ
れ
て
い
た
。
一
九

九
三
年
の
マ
ラ
リ
ア
大
流
行
の
混
乱
を
思
い
出
す
が
、
今
は

風
邪
や
下
痢
症
と
変
わ
ら
な
い
疾
患
と
し
て
治
療
さ
え
あ
れ

ば
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。

農
業
計
画
で
は
お
茶
が
苦
戦
の
中
で
も
三
年
を
越
え
、
堆
肥

で
土
壌
を
酸
化
さ
せ
た
り
と
試
行
錯
誤
が
し
の
ば
れ
た
。
ア
ル

フ
ァ
ル
フ
ァ
な
ど
の
牧
草
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
イ
レ
ー
ジ
に

よ
る
飼
料
の
発
酵
な
ど
、
こ
の
地
に
適
す
る
農
業
の
模
索
は
、

現
在
の
灌
漑
事
業
の
先
を
作
り
出
す
生
命
の
予
感
が
す
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
現
地
の
人
々
と
同
じ
目

的
、
気
持
、
喜
び
、
苦
労
を
し
て
い
る
中
村
哲
医
師
を
初
め
と

し
た

H
本
人
ワ
ー
カ
ー
に
感
動
し
、
こ
の
活
動
を
支
え
る
こ
と

を
強
く
意
識
づ
け
ら
れ
る
訪
問
で
あ
っ
た
。

灌
漑
用
水
路
の
規
模
に
圧
倒
さ
れ
る
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井
戸
の
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー

＊
ワ
ー
カ
ー
通
信

水
源
確
保
事
業
担
当

（
住
民
へ
の
譲
渡
）

私
は
、
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
小
さ
な
学
習
塾
を
た
た
ん
で
、
こ

の
四
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
や
っ
て
来
た
、
新
人
り
の

ワ
ー
カ
ー
見
習
い
で
す
。
中
村
先
生
は
た
ぶ
ん
、
私
の
六

十
三
歳
と
い
う
年
齢
と
井
戸
屋
の
小
せ
が
れ
と
い
う
出
自

を
考
慮
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
私
は
井
戸
セ
ク
シ
ョ
ン
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
の
頃
の
家
族
総
出
の
ト
ヨ
打
ち

で
、
初
め
て
水
が
出
た
と
き
の
感
動
が
よ
み
が
え
り
鍍
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
仕
事
は
井
戸
を
掘
る
手
伝
い
と

い
う
よ
り
も
、
で
き
あ
が
っ
た
井
戸
を
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー

（
住
民
へ
の
譲
渡
）
す
る
こ
と
で
し
た
。

と
い
う
の
は
、
私
が
到
着
す
る
直
前
の
一
一
一
月
末
に
、

P

M
S
は
も
う
新
た
に
井
戸
を
掘
ら
な
い
こ
と
、
井
戸
部
門

を
で
き
る
だ
け
早
く
閉
じ
る
方
向
で
あ
る
こ
と
、
を
決
定

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
―
つ
に
は
、

P
M
S
が
こ
の
五
年
間
で
実
に
千
四
百

本
以
上
の
井
戸
を
掘
り
、
す
で
に
そ
の
役
割
を
十
分
に
果

た
し
た
と
い
う
こ
と
。
二
つ
に
は
、
用
水
路
の
建
設
に
莫

井
戸
掘
り
事
業
は

最
終
ラ
ウ
ン
ド
で
す

芹
沢
誠
治

大
な
予
算
を
必
要
と
し
、
井
戸
部
門
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
。
―
―
―
つ
に
は
、
こ
の
五
年
間
に
戦
後
の
ア
フ
ガ

ン
社
会
が
変
化
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
性
格
を
持
っ
て
い
た

井
戸
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
性
格
を
持
ち
始
め
て
い
ま
す

が、

P
M
S
は
公
共
的
共
同
使
用
の
目
的
で
井
戸
を
掘
っ

て
お
り
、
私
的
所
有
の
た
め
の
井
戸
は
掘
ら
な
い
と
い
う

態
度
の
表
明
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
も
住
民
の

た
め
に
ど
う
し
て
も
掘
る
必
要
が
あ
る
時
は
、
新
し
い
井

戸
を
掘
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
、

P
M
S
は
持
ち
続
け
て

い
く
で
し
ょ
う
。

ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー
と
は
、
数
ヶ
月
か
か
っ
て
よ
う
や
く

水
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
井
戸
を
、
住
民
の
人
た
ち
に
完

全
譲
渡
す
る
こ
と
で
す
。
完
成
す
る
ま
で

P
M
S
の
管
理

下
に
あ
っ
た
井
戸
が
住
民
の
所
有
と
な
る
の
で
、
必
要
と

な
る
道
具
一
式
（
シ
ャ
ベ
ル
・
つ
る
は
し
な
ど
十
五
点
）

を

P
M
S
が
貸
与
す
る
が
、
今
後
は
井
戸
の
修
理
や
リ
ハ

ビ
リ
を
、
住
民
た
ち
自
身
の
手
で
行
う
と
い
う
契
約
を
結

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
一
っ
に
は

P
M
S
の

維
持
費
の
削
減
、
も
う
―
つ
に
は
、
住
民
の
自
立
を
促
す

と
い
う
二
つ
の
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

厳
戒
態
勢
の
譲
渡
式

私
の
最
初
の
仕
事
は
、
直
径
五

m
以
上
あ
る
灌
漑
用
井

戸
を
五
本
ず
つ
ニ
ケ
所
で
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
す
る
こ
と
で
し

た
。
大
抵
の
事
に
は
驚
か
な
い
つ
も
り
で
し
た
が
、
こ
れ

に
は
少
し
驚
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー
の
会
場
（
木

陰
の
大
き
な
広
場
）
に
行
く
前
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
来

ら
れ
た
ジ
ア
副
院
長
以
下
、
最
初
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
警

察
署
で
し
た
。
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
を
も
っ
た
四
名
の
警
察
官

と
調
停
役
と
思
わ
れ
る
二
名
の
立
会
人
と
会
場
に
向
か
っ

た
と
き
は
、
い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
と
、

少
し
ば
か
り
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
地
域
の
長

老
た
ち
を
含
め
三
十
名
以
上
が
集
ま
り
、
ア
フ
ガ
ン
人
特

有
の
大
声
で
カ
ン
カ
ン
ガ
ク
ガ
ク
、
法
律
の
専
門
家
と
思

わ
れ
る
調
停
役
が
な
だ
め
に
ま
わ
る
、
警
察
官
は
銃
を
背

に
監
視
し
て
い
る
、
パ
シ
ュ
ト
ー
語
で
何
を
話
し
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
だ
け
に
、
不
安
が
つ
の
り
ま
す
。
し
か

し
一
転
、
会
議
が
終
わ
る
と
み
ん
な
笑
顔
で
抱
擁
し
、
和

さ
あ
い
あ
い

気
誨
々
で
終
わ
り
ま
し
た
。
ふ
ー
む
。

そ
の
後
の
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー
は
ず
っ
と
簡
略
化
し
た
も

の
に
な
っ
て
順
調
に
進
み
、
六
月
に
入
っ
て
、
全
体
で
あ

と
百
五
十
本
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
ハ
ン
ド
オ
ー

バ
ー
が
進
む
に
つ
れ
て
、
も
う
―
つ
の
重
大
な
仕
事
、
ロ

ダ
ッ
ト
と
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
と
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
オ
フ
ィ

ス
の
井
戸
部
門
の
閉
鎖
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

井
戸
部
門
の
閉
鎖
と
は
、
こ
の
五
年
の
間
、
と
も
に
井
戸

の
仕
事
を
し
て
き
た
七
十
名
近
い
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ

に
退
職
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
幸
い

P
M
S

は
、
辞
め
て
い
く
人
た
ち
を
手
厚
く
遇
し
て
い
る
の
で
、

つ
ら辛
い
仕
事
と
は
言
え
、
仕
事
は
し
や
す
い
で
す
。
私
自
身

は
、
個
々
の
人
た
ち
の
話
を

T
寧
に
聞
い
て
、
そ
の
将
来

を
思
い
や
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
こ
の
数
年
間
、

給
料
は
安
か
っ
た
け
れ
ど
も

P
M
S
で
働
い
て
良
か
っ

た
」
と
心
か
ら
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
の

努
力
を
す
る
ば
か
り
で
す
。

T
事
務
局
3
階
か
ら

6
階
へ
移
転
し
ま
し
た
T

＊
＿
＿
月
、
事
務
局
が
移
転
し
ま
し
た
。
同
ビ
ル
内
の
引
っ
越
し
で
す

が
、
お
便
り
さ
れ
る
場
合
は
ご
注
意
下
さ
い
。

T
8
3
号
の
訂
正
と
お
詫
び
T

＊
前
号
の
中
村
医
師
の
報
告
中
に
「
E
M
ー
」
と
あ
り
ま
し
た
の
は

「
A
M
I
」
（
国
際
医
療
援
助
）
の
誤
り
で
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
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増
え
る
来
院
者

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
一
日
は
朝
七
時
五
十
分
、
受

付
菓
務
を
し
て
い
る
私
が
処
方
箋
を
配
り
出
す
事
で
始
ま

る
。
基
本
は
、
土
曜
・
月
曜
・
水
曜
は
女
性
診
療
の
日
、

日
曜
・
火
曜
・
木
曜
は
男
性
診
療
の
日
で
あ
る
。
女
性
の

日
に
は
女
性
の
窓
を
、
男
性
の
日
に
は
男
性
の
窓
を
先
に

あ
け
る
。
小
さ
い
窓
口
に
患
者
さ
ん
が
殺
到
し
、
「
我
先

に
」
と
人
数
分
の
処
方
箋
を
求
め
て
く
る
。
処
方
箋
に
患

者
の
名
前
を
書
き
入
れ
、
処
方
箋
一
枚
に
つ
き
十
ア
フ
ガ

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
受
付
紺
匹
野
ユ
迫
齊
兄

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

ダラエヌール診療所で受付をする紺野ワーカー

ニ
ー
か
十
―
一
ル
ピ
ー
（
約
二
十
四
円
）
を
受
け
取
る
。
一

人
で
四
枚
五
枚
と
求
め
る
人
も
い
る
。
一
日
に
百
五
十
人

か
ら
二
百
人
、
多
い
日
は
二
百
四
十
人
も
の
患
者
さ
ん
が

来
る
。
だ
が
共
通
語
で
あ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
が
分
か
ら
な

い
人
も
多
く
、
そ
ん
な
時
は
片
言
の
パ
シ
ャ
イ
ー
語
（
山

の
言
業
）
で
話
し
か
け
る
。
だ
が
パ
シ
ャ
イ
ー
語
は
と
て

も
難
し
い
。
少
し
複
雑
な
会
話
に
な
る
と
お
手
上
げ
と
な

り
、
そ
の
辺
の
患
者
さ
ん
を
引
っ
張
っ
て
き
て
パ
シ
ュ
ト

ゥ
語
に
通
訳
を
し
て
も
ら
う
。
特
に
子
ど
も
は
学
校
で
パ

シ
ュ
ト
ゥ
語
を
習
っ
て
い
る
た
め
、
立
派
な
通
訳
に
な
っ

て
く
れ
る
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
ほ

ぼ
真
ん
中
の
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
に
あ
る
。
患
者
さ
ん
の
多

く
は
、
上
流
か
ら
下
流
か
ら
数
時
間
か
け
て
歩
い
て
く
る
。

ま
れ

前
日
に
家
を
出
て
、
途
中
で
一
泊
し
て
く
る
人
も
稀
で
は

か
ん
が
い

な
い
。
最
近
は
、
ク
ナ
ー
ル
川
沿
い
の

P
M
S
の
灌
漑
用

水
路
工
事
で
「
水
が
来
る
、
生
活
が
出
来
る
」
と
い
う
噂

が
伝
わ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
戻
っ
て
き
た
人
の
来
院
が

増
え
て
き
た
。
ま
た
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
上
流
に
は

二
ヶ
所
に
診
療
所
が
あ
る
の
だ
が
、
山
の
患
者
さ
ん
は
そ

の
診
療
所
を
通
り
越
し
て
こ
ち
ら
の
診
療
所
に
降
り
て
く

る
。
ど
ち
ら
の
診
療
所
も
、
薬
品
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、

処
方
箋
を
作
る
の
が
精
一
杯
、
の
よ
う
だ
。
そ
の
診
療
所

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
昼
の
十
二
時
半
に
門
番
を
残
し
、

自
宅
や
宿
舎
に
帰
っ
て
し
ま
う
。

P
M
S
の
診
療
所
は
、
午
前
中
に
診
療
を
し
、
十
二
時

半
以
降
翌
朝
ま
で
は
急
患
の
み
を
受
け
付
け
る
。
日
本
で

は
ご
く
ご
く
当
た
り
前
の
救
急
診
療
だ
が
、
山
岳
地
幣
が

殆
ど
の
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
病
院
は
お
ろ
か
診
療
所
さ
え
な

い
地
域
が
多
い
と
聞
く
。
も
し
私
自
身
の
子
供
や
妻
（
ま

だ
い
な
い
が
）
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
す
ぐ
に
駆
け
込
め

毎
夜
の
急
患

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
頂
い
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局

か
ら
は
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、
判
読
し
づ
ら
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
大

変
助
か
り
ま
す
。

、
、
、

▼
未
使
用
の
切
手
、

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
か
か
っ
て
お

り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」
で
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の
代
わ
り
と
し
て
未
使

用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
を
！

▼
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。
お
送
り

下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
寄
附
を
し
て
い
た
だ
＜
皆
さ
ま
へ
▼

る
医
療
機
関
が
な
か
っ
た
ら
…
…
と
想
像
す
る
と
か
な
り

不
安
に
な
る
。
ま
た
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
以
外
に
家
が
あ
る

ス
タ
ッ
フ
は
、
「
急
患
の
時
、
二
十
四
時
間
低
料
金
で
診

て
も
ら
え
る
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
人
は
幸
せ
だ
」
と
言
っ
て

く
れ
る
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
い
ざ
と
い

う
時
に
頻
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
う
。
二
十
四
時
間
急
患
に
備
え
る
と
い
う
の
は
、
見
た

目
以
上
に
ハ
ー
ド
で
あ
る
。
酷
暑
の
季
節
と
な
り
、
マ
ラ

リ
ア
な
ど
の
患
者
も
増
え
て
き
た
。
毎
晩
‘
―
一
度
一
云
一
度

「
マ
リ
ー
ズ
（
患
者
だ
よ
）
」
と
揺
す
り
起
こ
さ
れ
る
。
幸

い
、
今
ま
で
そ
ん
な
活
動
を
十
年
以
上
黙
々
淡
々
と
続
け

て
き
た
先
人
の
お
か
げ
で
、
住
民
か
ら
の
信
頼
は
と
て
も

厚
い
。
そ
れ
を
壊
さ
ぬ
よ
う
、
か
と
い
っ
て
住
民
が
依
存

し
が
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
質
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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よ
う
や
く
個
室
の
宿
舎
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
来
て
一
年
が
過
ぎ
た
。
や
っ
と
パ

シ
ュ
ト
ゥ
語
で
現
地
の
人
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
計
の
仕
事
に
も
わ
ず
か
だ
が
余

裕
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
、
勤
務
開
始
以
来
初

め
て
会
報
に
文
章
を
載
せ
て
も
ら
え
る
機
会
を
与
え
て
も

ら
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
一
年
間
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
す

ぎ
て
、
何
を
ど
う
書
い
て
、
ど
う
ま
と
め
て
、
ど
う
報
告

す
れ
ば
い
い
の
か
困
惑
し
て
い
た
。
悩
ん
で
悩
ん
だ
末
、

「
セ
カ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と

に
し
た
。
ち
な
み
に
私
の
仕
事
で
あ
る
会
計
と
の
関
係
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

昨
年
の
終
わ
り
頃
、
水
路
事
業
な
ど
で
日
本
人
ワ
ー
カ

ー
の
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス

（
宿
舎
）
で
は
二
人
部
屋
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い

た
。
私
自
身
も
当
時
事
務
担
当
だ
っ
た
本
田
さ
ん
と
半
年

近
く
同
棲
状
態
で
あ
っ
た
。
気
が
合
う
も
の
同
士
だ
っ
た

の
で
そ
ん
な
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
体
の
で
か
い
も
の

同
士
で
多
少
な
り
と
も
窮
屈
な
思
い
は
し
て
い
た
。

そ
ん
な
と
き
「
た
だ
で
さ
え
日
本
人
に
と
っ
て
は
窮
屈

な
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
窮
屈
な
生
活
を
し
て
い
た
ら
日
本

人
同
士
で
の
い
ざ
こ
ざ
が
起
こ
り
か
ね
ん
」
と
い
う
中
村

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
会
計

松
永
貴
明

よ
う
や
く
人
心
地
の
つ
く

宿
舎
が
で
き
ま
し
た

五
部
屋
あ
る
う
ち
の
ひ
と
つ
の
部
屋
が
一
人
部
屋
に
す

る
に
は
明
ら
か
に
大
き
い
。
「
ち
ょ
う
ど
こ
っ
ち
と
向
こ

う
に
出
人
口
が
あ
る
か
ら
、
ど
真
ん
中
に
壁
を
作
っ
て
、

部
屋
を
二
つ
に
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
部
屋
の
真

ん
中
に
レ
ン
ガ
と
セ
メ
ン
ト
で
壁
を
作
っ
て
‘
―
つ
の
部

屋
を
二
つ
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
意
外
と
狭
く
も
な

く
広
く
も
な
く
い
い
感
じ
に
仕
上
が
っ
た
。
こ
れ
と
同
時

に
守
衛
用
の
ト
イ
レ
も
建
造
。
し
か
し
、
異
常
気
象
で
降

雨
・
降
雪
が
一
週
間
ほ
ど
続
い
た
た
め
作
業
が
遅
々
と
し

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
で
は
…
…

n
~

医
師
の
考
え
も
あ
り
、
今
年
の
一
月
か
ら
一
人
一
部
屋
体

制
を
目
指
し
「
セ
カ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
」
の
計
画

が
始
動
。
と
思
っ
た
ら
、
案
外
早
く
い
い
物
件
が
見
つ
か

っ
た
。
平
屋
で
五
部
屋
あ
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ

ハ
ウ
ス
か
ら
歩
い
て
五
分
程
度
と
か
な
り
近
い
場
所
。
契

約
も
と
ん
と
ん
拍
子
に
進
ん
で
、

二
月
初
め
に
は
も
う
貨

貸
ス
タ
ー
ト
。
そ
う
す
る
と
す
ぐ
住
め
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
も
と
も
と
ア
フ
ガ
ン
人
が
住
ん
で
い
た

家
で
あ
る
。
日
本
人
と
は
生
活
ス
タ
イ
ル
が
違
う
。
シ
ャ

ワ
ー
、
お
湯
が
出
な
い
。
電
気
配
線
、
電
気
が
来
な
い
部

屋
が
あ
る
。
台
所
、
エ
ン
ト
ツ
と
洗
い
場
が
あ
る
だ
け
で

ほ
か
は
な
に
も
な
い
。
守
衛
用
の
ト
イ
レ
が
な
い
。
と
改

善
し
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。

そ
う
な
る
と
誰
か
が
そ
れ
を
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ん
。
折

り
し
も
、
水
路
事
業
は
通
水
に
向
け
て
大
忙
し
。
水
路
現

場
の
物
品
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
オ
フ
ィ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
も
忙

し
く
な
る
。
会
計
は
…
…
そ
ん
な
に
劇
的
に
は
忙
し
く
は

な
ら
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
。

オ
フ
ィ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
こ
の
物
件
を
見
つ
け
て
き
た

サ
プ
ー
ル
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
の
方
か
ら
中
村
医
師
の

元
専
属
ド
ラ
イ
バ
ー
の
カ
ン
・
ジ
ャ
ン
が
車
ご
と
助
っ
人

に
来
て
く
れ
て
作
業
を
開
始
し
た
。

て
進
ま
ず
、
小
さ
い
建
物
な
の
に
二
週
間
以
上
の
時
間
が

掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
だ
か
ん
だ
あ
り
な
が
ら
、
バ
ス
ル
ー
ム
に
は
電
気

給
湯
器
、
キ
ッ
チ
ン
に
は
流
し
台
や
棚
、
各
部
屋
に
は
カ

ー
ペ
ッ
ト
や
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
。
電
気
配
線
は
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
事
務
所
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
ザ
イ
ヌ
ッ
ラ
ー
と
ナ

ジ
プ
ッ
ラ
ー
の
コ
ン
ビ
で
早
々
と
作
業
を
進
め
、
発
電
機

と
の
接
続
も
完
了
し
た
。
ほ
ぼ
完
成
に
近
づ
い
た
と
き
、

用水路D2地区にある水道橋
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農業計画の一年

高橋修農業指導貝

私は現地へは時々出かける程度で、もっばら日本からの後方支援が役割です。

従って生き生きとした報告ができないことをお許し下さい。

この 1年、実にいろいろなことがありました。

まず嬉しいことは、家畜の飼料であるソルゴーとアルファルファーが定着し、周

辺の農家に広がってきたことです。玉蜀黍（とうもろこし）と大豆の適品種も目

途がつきました。また昨年の秋には、試しに播いたソバが割合椅単に栽培でき、

ソバの花と共に地域を潤してきました。何よりも妍しいことは、現地のスタッフ

と農家が少しずつ独り立ちしてきたことです。

次に、現在なお試行錯誤を続けている課題についてご報告します。 2003年から

始めた甘藷（さつまいも）は、咋年も大きな芋が収穫でき、近隣の大人と子供が

入り交じって歓声をあげ、全員で焼き芋、ふかし芋、大学芋を作って楽しみまし

た。そこまでは良かったのですが、残った芋が黒斑病で腐ってしまうハプニング

が生じたのです。このため昨年の末に急遠8本から種芋を送り、黒斑病対策を万

全にしながら「今年も是非人々の歓声を聞きたい」、それを楽しみに現在再度挑

戦している最中です。

2番目はお茶です。 2003年の3月に植えた苗が1メートル以上に育ち、今年の

3月に刈り揃え、切り落とした枝葉で焙じ番茶を作りました。お世辞も含まれて

いると思いますが、現地では大変好評でした。ところが2003年の11月に植えた苗

は、昨年の夏頃から枯れる株が続出して歯抜け状態になってしまったのです。そ

れで、急遠8本から種を送って歯抜けの部分と気温の低い北部集落に播種しまし

た。現在残っ・ている苗と新しく播いた種から順調に発芽しており、今年は‘‘茶園'

としての姿が見えてくると楽しみにしています。

3番目はブドウです。 2003年に「ブドウは簡単」と考えて定植しましたが、生

育が思わしくないので、この冬に株元を深く耕して根が伸びやすいようにしまし

た。その結果、まだ一部ですがブドウが房を付けるところまで回復してきました。

来年はかなり収穫できるようになると期待しています。

この他サイレージの不出来など、現在なおいくつか試行錯誤を続けている課題

もありますが、また機会を改めてご報告します。

次に今年から新たに始めた活動を紹介します。まず、すでに成果が確認されて

いるソルゴー、アルファルファーの採種圃を設けましたが、ここで生産した種子

を用水路からの通水地域へ配付したいと考えています。また新規に南瓜の試作を

始めていますが、アフガンはメロンが世界一美味しい国ですので、同じ種類の作

物である南瓜も間違いなく成功し、美味しい尚瓜が食べられるようになると思っ

ています。

終わりに、 3年近くの間、現地で苦闘しながら農業計画を軌道に乗せていただ

き、今春帰国された橋本康範さんに対して、心からの謝意とねぎらいの言葉を謄

り、報告を終わります。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
カ
ン
・
ジ
ャ
ン
が
セ
カ
ン
ド
・
ス
タ
ッ

フ
ハ
ウ
ス
の
門
の
前
で
な
に
や
ら
作
業
を
し
始
め
た
。

セ
カ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
前
の
道
と
の
間
に
は

幅
一

m
ほ
ど
の
ド
プ
川
が
あ
り
、
生
活
排
水
が
流
れ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
門
の
と
こ
ろ
に
は
小
さ
な
橋
が
架
け

て
あ
っ
て
、
人
が
渡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
カ

ン
・
ジ
ャ
ン
は
人
が
通
れ
て
も
車
輌
が
通
る
に
は
十
分

な
幅
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。
そ
れ
で
細
長

い
大
き
な
石
を
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
持
っ
て
き
て
、
ど

ぶ
川
に
架
け
、
橋
の
幅
を
広
く
し
た
の
だ
。
私
は
ス
タ

ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
敷
地
内
の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
て
な
く
、

そ
の
こ
と
に
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
か
っ
た
。
車
輌
の
こ

と
ま
で
考
え
る
と
は
さ
す
が
カ
ン
・
ジ
ャ
ン
は
ベ
テ
ラ

ン
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
。

三
月
の
半
ば
く
ら
い
に
は
日
本
人
が
住
め
る
よ
う
に

な
セ
カ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
に
移
住
。
私
自
身
も

移
住
し
た
。

一
人

一
部
屋
体
制
が
や
っ
と
実
現
し
た
。

セ
カ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
は
ま
だ
住
み
始
め
た
ば

か
り
だ
し
、
こ
れ
か
ら
今
ま
で
見
え
な
っ
た
改
善
す
べ

き
点
が
出
て
く
る
と
思
う
。
そ
れ
は
そ
の
都
度
改
善
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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柳
の
植
樹
は
深
遠
な
配
慮
か
ら

灌
漑
用
水
路
計
画
担
当

杉
山
大
一
一
朗

今
年
の
二
月
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
用
水
路
造
成
作

業
に
携
わ

っ
て
い
る
。
小
生
の
仕
事
は、

主
に
水
路
両
岸

に
漏
水
や
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
役
割
を
持
つ
柳
の
枝
を
植

ゃ

樹
し
て
毎
日
欠
か
さ
ず
水
遣
り
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

中
村
医
師
か
ら
「
水
路
の
守
り
神
は
柳
の
枝
。
そ
の
成
長

如
何
に
将
来
が
懸
か
っ
て
い
る
」
と
聞
か
さ
れ
、
自
分
の

き
ん
こ

ん

携
わ
る
仕
事
の
重
要
さ
に
緊
禅
一
番
、
「
や
は
り
現
場
の

仕
事
は
予
想
を
超
え
て
厳
し
い
も
の
だ
。」
と
得
心
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
な
ぜ

「柳
」
を
植
樹
す
る
の
か
と
、

疑
問
に
思
わ
れ
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
。
柳
と
い

え
ば
日
本
人
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
よ
う
な
、
例
え
ば
福

岡
の
柳
川
と
い

っ
た
風
情
あ
る
情
景
を
連
想
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
さ
れ
ど
こ
の
柳
と
い
う
木
は
、
単
に
美
観
の

為
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
何
よ
り
そ
の
生

命
力
と
成
長
の
早
さ
、
そ
し
て
根
の
食
い
込
む
頑
強
さ
が

非
常
に
優
れ
て
い
て
、
現
地
の
自
然
環
境
に
耐
久
で
き
て

比
較
的
に
安
価
で
購
入
し
や
す
い
。
中
村
医
師
が
こ
の
機

能
的
な
柳
の
枝
を
選
ん
だ
理
由
が
頷
け
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
の
柳
の
枝

―
つ
に
対
す
る
配
慮
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の

将
来
、
地
元
民
た
ち
が
自
分
た
ち
で
水
路
を
補
修
拡
張
す

る
際
に
、
剪
定
し
た
枝
を
使
っ
て
事
業
を
継
続
さ
せ
て
ゆ

熱
砂
の
ア
フ
ガ
ン
で

「身
体
」
を
取
り
戻
し
ま
し
た

自
然
と
の
闘
い
と
言
え
ば
カ
ッ
コ
は
い
い
が
、
昔
ガ
キ

の
時
分
に
遊
び
で
培

っ
た
経
験
が
結
構
役
に
立
っ
て
い
る

い
か
だ

の
に
は
驚
い
た
。
毎
日
の
水
遣
り
は
手
作
り
の
筏
を
水
路

に
浮
か
べ
て
ポ
ン
プ
で
散
水
す
る
。
筏
に
乗

っ
て
水
路
を

ぉ
っ

下
る
の
も
ち
ょ

っ
と
風
流
で
乙
な
も
の
。
今
度
休
み
の
日

ど
じ
ょ
う

に
釣
り
で
も
し
て
み
よ
う
、
泥
鍮
が
釣
れ
る
か
も
？

広
範
囲
な
水
路
の
水
遣
り
の
為
に
は
、
現
地
レ
イ
バ
ー

を
区
分
け
分
散
さ
せ
、
各
リ
ー
ダ
ー
を
筆
頭
に
チ
ー
ム
編

成
な
ど
組
織
作
り
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
地

し
ゃ
べ

言
葉
も
満
足
に
喋
れ
な
い
新
米
の
若
造
が
、
そ
れ
こ
そ
自

分
の
父
親
よ
り
も
年
配
の
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
達
に
指
示
を
出

す
と
い
う
の
も
難
し
い
も
の
で
、
現
場
に
来
た
当
初
は
当

な

然
の
如
く
嘗
め
ら
れ
た
。
ま
あ
こ
れ
も
新
入
り
の
洗
礼
と

で
も
言
う
の
だ
ろ
う
。

新
参
者
へ
の
「
洗
礼
」
に
体
で
「
返
礼
」

く
と
い
う
中
村
医
師
の
深
遠
な

戦
略
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
さ

さ
て
そ
の
柳
の
枝
を
挿
す
や

り
方
の
説
明
で
あ
る
が
、
挿
し

方
は
実
に
簡
単
だ
が
、
水
路
の

両
側
に
挿
し
て
ゆ
く
の
で
相
当

の
数
で
あ
る
。
砂
は
な
く
て
も

水
さ
え
あ
れ
ば
成
長
す
る
柳
、

ヵ

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
如
何
に
水

を
無
駄
な
く
吸
収
さ
せ
る
か
を

ま
ず
考
慮
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
溝
を
掘

っ
て
保
水
性
を
高

き

は
つ

め
、
水
の
揮
発
防
止
に
ピ
ニ
ー

ル
で
溝
を
覆
う
な
ど
、
乾
き
や

す
い
風
土
に
対
す
る
手
段
を
あ

た
の

れ
こ
れ
思
索
す
る
の
も
愉
し
い

も
の
だ
。

丸'J-Jは会
;＂”仰：“'ぃ`aン咄四
69（ぶ関．

呵疇＾

し
か
し
こ
ち
と
ら
背
め
ら
れ
た
ぐ
ら
い
で
大
人
し
く
引

っ
込
む
ほ
ど
育
ち
は
良
く
な
い
の
で
、
筑
豊
の
川
筋
気
質

を
全
開
に
し
て
大
い
に
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。
こ
の
ア
フ
ガ

こ

ち

ら

ン
で
は
理
屈
は
通
じ
な
い
、
ま
し
て
や
此
方
は
パ
シ
ュ
ト

ゥ
語
を
喋
れ
な
い
。
さ
れ
ば
此
方
の
働
く
姿
勢
を
彼
ら
に

見
せ
て

一
緒
に
汗
を
流
す
他
な
い
と
腹
を
決
め
、
自
分
で

ス
コ
ッ
プ
を
持

っ
て
現
場
指
揮
を
取
る
や
り
方
を
彼
ら
か

ら
学
ん
だ
。

ス
コ
ッ
プ
を
振
る
っ
て
い
る
と
不
思
議
と
身
体
の
中
で

ほ
と
ば
し

何
か
が
逍
る
よ
う
な
錯
覚
を
味
わ
う
。
徹
底
的
に
乾
い

て
清
浄
で
透
明
な
、
鼻
腔
に
ほ
ん
の
少
し
甘
い
味
を
残
す

熱
風
。
無
機
的
で
は
あ
る
が
、
触
る
と
手
の
汗
を
吸
い
取

ど
ん
ら
ん

ろ
う
と
す
る
貪
焚
で
無
表
情
な
土
質
。
靴
の
中
で
不
協
和

う
た

音
を
謳
う
砂
埃
。
濁
っ
て
は
い
る
が
、
も
の
言
わ
ず
絶
え

ほ
う
は
い

ず
う
ね
り
、
彬
消
と
飽
く
な
き
変
化
を
愉
し
ま
せ
る
水
路

の
水
。
五
感
を
通
し
て
絶
え
ず
自
分
に
何
か
を
問
い
か
け

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

杉山ワーカーが描いた用水路の様子
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現
地
に
来
た
当
初
、
私
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
受

付
に
て
患
者
さ
ん
へ
診
察
券
を
配
布
す
る
と
い
う
仕
事
の

た
め
、
す
ぐ
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
向
か
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
は
国
語
の
―
つ
で
あ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
と
、
そ

の
地
域
に
住
む
パ
シ
ャ
イ
ー
族
独
特
の
言
語
が
使
わ
れ
て

お
り
、
勤
務
日
当
日
か
ら
診
療
を
待
つ
大
勢
の
現
地
の
人

達
に
囲
ま
れ
、
私
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
問
答
無
用

で
勢
い
よ
く
話
し
か
け
ら
れ
た
時
に
は
、
正
直
、
「
こ
の

人
達
の
言
葉
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
尻
込
み
し
た
の
を
今
で
も
よ
く
巫
見
え
て
い
ま
す
。

初
め
の
頃
は
覚
え
た
て
の
単
語
を
使
い
、
紙
に
絵
を
書

い
て
説
明
し
て
み
た
り
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
意
思

の
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
三
ヶ
月
ほ
ど
経
つ
と
、

よ
う
や
く
こ
ち
ら
の
伝
え
た
い
事
と
、
相
手
が
伝
え
た
い

つ
な

事
を
、
知
っ
て
い
る
単
語
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
、
言
葉
で
の

願
い
を
結
集
す
る
灌
漑
用
水
路

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
事
務
所
給
呼
木
祐
ぃ
姶
3

大
工
事
か
ら
買
い
物
ま
で
、

全
て
に
助
け
合
っ
た
二
年
間

＊
任
務
終
了
に
あ
た
っ
て

昔
、
実
家
の
畑
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
感
触
を

思
い
出
し
た
。
夕
暮
れ
時
ま
で
土
に
塗
れ
て
疲
れ
き
っ

て
も
、
何
か
わ
く
わ
く
す
る
の
を
堪
え
切
れ
ず
に
が
む

し
ゃ
ら
に
な
っ
て
働
い
た
あ
の
頃
を
。
漸
く
手
と
足
を

パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
勤
務
場
所
を
移
し
て

「
最
安
値
」
「
良
品
質
」
「
好
条
件
」
を
旨
に

こ
の
ア
フ
ガ
ン
で
取
り
戻
せ
た
気
が
し
た
。
等
身
大
の

自
分
を
取
り
戻
し
た
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
頭

だ
け
で
自
然
に
向
き
合
う
よ
り
、
小
手
先
の
通
じ
な
い

自
然
と
い
う
相
手
と
、
手
と
足
を
使
っ
て
が
っ
ぷ
り
対

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
の
努
力
の
成
果
で
は
な
く
、
私
が
パ
シ
ュ
ト
ゥ

語
を
理
解
で
き
な
い
以
上
に
、
彼
等
は
私
の
目
茶
苦
茶
な

パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
が
理
解
で
ぎ
な
く
て
苦
労
し
て
い
た
は
ず

で
あ
り
、
そ
れ
で
も
嫌
な
顔
を
せ
ず
に
教
え
て
く
れ
、
彼

等
も
ま
た
私
の
言
い
た
い
事
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
て

く
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
ず
さ

そ
の
後
、
臨
時
で
用
水
路
建
設
の
作
業
に
携
わ
っ
た
時

期
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
働
く
人
達
の
多
く
は
地
元
の
農

民
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
現
金
収
入
が
無
く
、
ケ
シ
栽
培

で
生
計
を
立
て
て
い
た
者
、
仕
事
が
な
く
、
そ
れ
ま
で
軍

閥
に
雇
わ
れ
コ
マ
ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
達
、
元
タ

リ
バ
ン
兵
な
ど
、
様
々
な
経
歴
を
持
っ
た
人
達
が
お
り
、

子
供
か
ら
お
爺
さ
ん
ま
で
、
兄
弟
、
視
子
、
親
戚
連
れ
で

や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

用
水
路
現
場
へ
働
き
に
来
る
人
達
の
思
い
は
様
々
で
、

自
分
の
村
や
、
家
族
、
友
人
の
住
む
村
に
水
が
来
る
と
信

じ
て
働
く
者
、
日
々
の
生
計
を
立
て
る
た
め
の
貴
重
な
日

当
百
ア
フ
ガ
ニ
（
約
二
百
四
十
円
）
の
た
め
に
働
き
に
来

る
者
、
学
校
を
サ
ボ
っ
て
ひ
ょ
っ
こ
り
や
っ
て
来
る
者
な

ど
な
ど
。
そ
れ
で
も
、
「
自
分
達
の
国
は
自
分
達
の
手
で
」

と
い
う
思
い
は
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
疲
れ
知
ら

ず
の
屈
強
な
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
男
達
の
必
死
に
働
く
姿
は
、

物
事
が
上
手
に
運
ば
ず
に
へ
こ
た
れ
そ
う
に
な
っ
た
私
を

常
に
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

話
出
来
た
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
改
め
て

多
謝
を
。

か
ら
は
、
薬
の
管
理
業
務
、
水
事
業
、
農
業
で
必
要
な
物

品
調
達
の
仕
事
に
当
た
り
ま
し
た
。
主
な
購
入
物
品
は
、

じ
ゃ
か
ご

用
水
路
の
護
岸
に
使
用
す
る
麻
袋
、
蛇
篭
を
編
む
為
の
亜

鉛
め
っ
き
ワ
イ
ヤ
ー
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
為
の
ミ
キ

サ
ー
マ
シ
ン
、
お
茶
栽
培
の
為
の
土
壌
調
整
に
使
用
す
る

鶏
糞
な
ど
様
々
で
す
。

購
入
と
ひ
と
言
で
い
っ
て
も
、
日
本
の
よ
う
に
お
店
に

行
っ
た
ら
商
品
が
綺
麗
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
し
、
お
店
側
で
準
備
が
で
き
な
い
も
の
で
も
注
文

欲
し
さ
か
ら
、
「
準
備
で
き
る
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
い

切
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
こ
ち
ら
の

ま
れ

注
文
通
り
の
物
が
手
に
入
る
こ
と
の
ほ
う
が
稀
で
、
そ
う

簡
単
に
人
や
物
を
信
頼
し
て
購
入
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ

だ
ま

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ど
こ
か
馴
し
合
い
の
感
が
強
く
、
侮

回
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

購
入
で
は
、
「
最
安
値
」
、
「
良
品
質
」
、
「
好
条
件
（
保

証
や
仕
上
が
り
期
間
な
ど
）
」
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
揃
う
お

店
を
見
つ
け
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
あ
る
お
店
を
一
軒
一
軒
訪
ね
て
回
っ
て
は
、
店
主
と
話

を
し
て
人
柄
を
視
察
し
、
品
質
を
確
認
し
、
そ
の
品
物
に

対
す
る
情
報
を
得
て
、
一
言
値
段
を
聞
い
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
同
じ
よ
う
に
全
て
の
お
店
で
繰
り
返
し
、
あ
る
程

度
の
商
品
知
識
、
相
場
を
確
認
し
た
上
で
、
ま
た
一
軒
ず

つ
回
っ
て
値
段
交
渉
を
し
、
見
積
も
り
を
取
り
始
め
ま
す
。

そ
の
後
さ
ら
に
、
総
合
的
に
良
い
条
件
の
お
店
を
幾
つ
か

に
絞
っ
て
、
取
っ
た
見
積
書
を
持
っ
て
最
終
的
な
値
段
、

保
証
交
渉
を
行
い
ま
す
。
直
接
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
発
送

す
る
場
合
は
、
輸
送
会
社
で
も
同
じ
よ
う
な
手
順
で
見
積
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も
り
を
取
り
に
回
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
市

内
で
見
つ
か
ら
な
い
、
値
段
が
異
常
に
高
い
場
合
な
ど

に
は
、
ラ
ホ
ー
ル
（
バ
ス
で
八
時
間
）
や
、
カ
ラ
チ
へ

（
バ
ス
で
二
六
時
間
）
探
し
に
向
か
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

使
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
お
金
は
大
切
な
寄
付
金
で
あ

る
こ
と
を
旨
に
、
私
達
は

一
ル
ビ
ー
で
も
安
く
買
お
う

と
必
死
で
す
が
、
お
店
側
も
一
ル
ビ
ー
で
も
高
く
売
ろ

う
と
必
死
で
あ
る
た
め
、
お
互
い
に
無
い
知
恵
を
振
り

う

ま

絞
っ
て
は
上
手
い
こ
と
を
言
っ
て
ご
ま
か
し
合
い
ま
す
。

交
渉
が
う
ま
く
進
ま
な
い
時
に
は
、
「
ま
あ
、
ま
ぁ
、
ち

あ
つ
あ
っ

よ
っ
と
落
ち
着
こ
う
や
」
と
言
っ
て
、
熱
々
の
チ
ャ
イ
、

も
し
く
は
冷
た
い
ペ
プ
シ
を
飲
ん
で
一
時
休
戦
と
し
、

飲
み
終
え
る
と
再
ぴ
折
り
合
い
の
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
時

間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
戦
い
ま
す
。

購
入
の
仕
事
で
現
地
人
同
士
の
や
り
取
り
を
見
て
い

る
う
ち
に
、
私
自
身
に
こ
ん
な
隠
れ
た
才
能
（
二
重
人

格
？
）
が
あ
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
今
で
は
一
丁
前

に
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
で
荒
々
し
く
捲
し
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
「
言
っ
た
も
の
勝
ち
」
の
こ
の
世
界
で

は
、
こ
ち
ら
の
言
い
た
い
こ
と
（
条
件
）
を
、
相
手
が

納
得
で
き
る
よ
う
に
話
を
作
り
、
「
イ
エ
ス
」
と
言
う
ま

で
相
手
の
話
に
は
一
切
耳
を
傾
け
ず
に
強
気
に
、
時
に

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
ひ
た
す
ら
話
し
続
け
る
、
と
い
う

の
が

―
つ
の
コ
ツ
で
は
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
に
も
一
長

一
短
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
求
め
る
以
上
の

良
い
条
件
を
提
示
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
「
あ
ん

た
ら
に
は
も
う
絶
対
に
売
ら
な
い
！
」
と
逆
に
拒
否
さ

れ
て
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
手
順
を
踏
ん
で
よ
う
や
く
商
品
の
注
文

に
至
り
ま
す
が
、
大
抵
は
約
束
の
日
に
仕
上
が
る
こ
と

は
な
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
急
が
せ
て
作
ら
せ
れ

「
お
前
は
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
だ
ー
．」

二
0

0
三
年
六
月
に
こ
ち
ら
に
来
て
以
来
、
こ
の
七

真
情
を
ぶ
つ
け
あ
う

ば
、
と
ん
で
も
な
く
粗
悪
な
品
物
が
用
意
さ
れ
、
さ
ら

に
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
物
品
調
達
に
向
か
う
病
院
側
の
パ

キ
ス
タ
ン
人
、
ア
フ
ガ
ン
人
職
員
も
様
々
で
、
交
渉
事

た

に
長
け
た
ド
ク
タ
ー
や
ナ
ー
ス
も
い
れ
ば
、
機
械
部
品

に
知
識
豊
富
な
連
転
手
、
と
に
か
く
押
し
だ
け
は
強
い

一
般
事
務
職
員
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
お
り
、
各
々
病
院
側

で
の
仕
事
を
抱
え
て
は
い
ま
す
が
、
忙
し
い
中
で
も
な

ん
と
か
仕
事
を
整
理
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
為
に
駆
け
ず
り
回
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
地
人
だ
け
で
購
入
に
向
か
う
と
、
早
く

帰
り
た
い
が
た
め
に
根
気
よ
く
お
店
を
回
ら
ず
に
品
物

を
選
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
知
り
合
い
の
お
店
で
若
干
高

い
値
段
で
買
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
り
（
安
く
買
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
）
、
品
質
確
認
の
甘
さ
な
ど
の
問
題
が
起

き
ま
す
。
逆
に
、

H
本
人
が
先
行
し
て
し
ま
う
と
、
外

国
人
プ
ラ
イ
ス
を
吹
っ
か
け
ら
れ
て
相
場
が
は
っ
き
り

と
掴
め
ず
、
交
渉
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
が
根
気
強
く
尻
を
叩
き
合
っ

て
や
っ
と
の
こ
と
で
、
な
ん
と
か
満
足
の
い
く
結
果
に

辿
り
着
く
の
で
す
。

こ
う
し
て
仕
事
が
上
手
く
い
っ
た
暁
に
は
、
い
つ
も

よ
り
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
奮
発
し
て
、

一
杯
十
五
ル
。
ヒ
ー

も
す
る
（
普
通
は
十
ル
。
ヒ
ー
）
、
牛
乳
た
っ
ぷ
り
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
を
二
杯
注
文
し
て
祝
杯
を

あ
げ
ま
す
。
こ
う
い
う
と
き
に
し
か
裕
発
し
て
あ
げ
な

い
私
は
、
有
難
い
こ
と
に
皆
か
ら
「
君
は

P
M
S
で一

番
の
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
（
け
ち
）
だ
。
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
最
後
ま
で
貼
ら
れ
続
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

月
で
丸
二
年
と
な
り
、
現
地
で
の
仕
事
を
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
達
に
少
し

ず
つ
そ
の
こ
と
を
打
ち
明
け
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
皆
に
「
言
葉
も
覚
え
て
、
仕
事
も
覚
え
て
、
こ
れ

か
ら
な
の
に
な
ん
で
帰
っ
て
し
ま
う
ん
だ
＂
~
」
と
言
わ

れ
る
度
に
言
葉
に
詰
ま
り
ま
す
。
私
の
都
合
で
来
た
い

と
き
に
来
て
、
帰
り
た
い
と
き
に
帰
る
と
い
う
の
は
、

皆
に
納
得
の
い
く
言
い
訳
が
で
き
る
わ
け
も
な
く
、
ど

こ
か
自
分
勝
手
で
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

言
い
た
い
こ
と
は
何
で
も
は
っ
き
り
と
言
い
、
怒
り

た
い
と
き
は
素
直
に
怒
り
、
笑
い
た
い
と
き
は
腹
い
っ

ぱ
い
笑
い
、
他
人
の
悲
し
み
は
皆
で
分
か
ち
合
い
、
仲

間
を
思
い
や
り
、
家
族
、
兄
弟
を
何
よ
り
も
大
切
に
す

る
。
時
に
は
仕
事
上
で
墟
や
理
不
尽
な
こ
と
を
言
わ
れ

て
、
喧
嘩
を
し
て
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
親
身
に
な
っ
て
助
け

て
く
れ
、
不
思
議
と
憎
む
こ
と
の
で
き
な
い
ざ
っ
く
ば

ら
ん
な
人
間
味
溢
れ
る
人
達
で
し
た
。
そ
ん
な
彼
ら
と

僅
か
な
時
間
で
も

一
緒
に
過
ご
せ
た
こ
と
を
何
よ
り
も

幸
せ
に
思
う
と
同
時
に
、
支
え
続
け
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
理
解
を
よ
せ
、
根
元
か
ら
支
え
て
下
さ

っ
て
い
る
、
日
本
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
及
び
、
寄

付
者
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
、
そ
し
て
、
中
村
先
生
、

藤
田
さ
ん
を
始
め
と
す
る
、
現
地

H
本
人
ワ
ー
カ
ー
の

皆
さ
ん
、
現
地
で
一
緒
に
働
い
た
多
く
の
人
達
に
、
ニ

年
間
と
い
う
僅
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
に
帰
国
後
も
、

一
会
員
と
し
て
こ
の
活
動
の
小

さ
な
支
え
の
一
っ
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
わ
あ
っ
、
こ
れ
は
民
間

N
G
O
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
ぞ
。

国
家
的
な
事
業
で
は
な
い
か
。
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
…
•
•
'
」

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P
M
S
病
院
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
診
療
所
、
農
業
試
験
場
。
そ
し
て
井
戸
、

用
水
路
の
作
業
現
場
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
何
を
見
て
も

た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
ビ
デ
オ
や
写
真
で
何
度

も
見
た
風
景
で
あ
っ
た
が
、
現
実
の
懺
界
は
そ
れ
ま
で
の

概
念
や
先
入
観
を
ふ
っ
と
ば
し
て
し
ま
っ
た
。

P
M
S
病
院
で
の
毎
朝
の
受
け
付
け
窓
口
の
光
景
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。
―
一
十
ル
ピ
ー
の
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
紙
幣
を

握
り
締
め
る
患
者
さ
ん
た
ち
。
小
さ
な
受
付
窓
口
か
ら
、

ゃ

我
先
に
と
差
し
出
さ
れ
る
痩
せ
た
手
。
み
ん
な
が
救
い
を

求
め
て
い
る
。
み
ん
な
が
病
院
を
頼
っ
て
い
る
。
―

1
0
ル

わ
し
づ
か

ピ
ー
を
握
り
し
め
た
そ
の
手
に
私
の
心
は
鷲
掴
み
さ
れ
た

よ
う
に
感
じ
た
。

ク
ナ
ー
ル
川
は
雪
解
け
の
水
を
た
た
え
、
悠
々
と
流
れ

て
い
た
。
土
地
に
は
高
い
低
い
が
あ
る
。
ク
ナ
ー
ル
川
の

東
側
は
川
よ
り
低
い
。
そ
こ
に
は
青
々
と
し
た
麦
畑
が
広

が
っ
て
い
た
。
一
方
西
側
は
川
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
と
高
い
。

「
N
G
0
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
」

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
員
廿
ハ
ト
上
痺
胆
一
郎
叩

用
水
路
は
想
像
を

超
え
る
ス
ケ
ー
ル
で
し
た

＊
現
地
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
体
験
記

苦
闘
の
跡
に
言
葉
を
失
う

大
小
さ
ま
ざ
ま
ま
石
が
ご
ろ
ご
ろ
と
し
た
広
大
な
砂
漠
で

あ
っ
た
。

水
さ
え
あ
れ
ば
。
目
の
前
に
流
れ
る
ク
ナ
ー
ル
川
の
水

が
引
け
れ
ば
畑
が
で
き
る
。
こ
の
地
の
農
民
た
ち
は
悔
し

い
思
い
で
川
を
な
が
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

悠
々
と
流
れ
る
ク
ナ
ー
ル
川
を
目
の
前
に
し
て
な
す
術
が

な
い
の
だ
。
岩
石
の
砂
漠
に
立
っ
て
そ
の
悔
し
さ
が
実
感

さ
れ
た
。

水
さ
え
あ
れ
ば
、
水
さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
い
け
る
。

あ
の
有
名
な
「
お
ば
け
井
戸
」
。
直
径
五

m
の
巨
大
な

灌
漑
用
井
戸
。
写
真
で
は
何
度
も
見
た
井
戸
。
そ
の
井
戸

の
周
辺
の
土
地
に
は
麦
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。
麦
は
元
気

に
育
っ
て
い
た
。
多
く
の
収
穫
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
っ

た
。
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
気
分
に
な
っ
た
。

井
戸
の
壁
面
は
き
れ
い
に
石
を
積
み
、
補
強
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
写
真
で
は
そ
の
よ
う
に
思
え
た
。

し
か
し
、
石
を
積
み
上
げ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
逆
に
石
の
層
を
掘
り
進
ん
だ
の
だ
と
。
『
医
者
井
戸

を
掘
る
』
に
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
そ
の
作
業
の
苦

労
た
る
や
驚
き
で
あ
る
。

そ
し
て
畑
に
水
が
引
か
れ
た
と
き
の
喜
び
は
ど
れ
ほ
ど

の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
板
が
出
そ
う
だ
っ
た
。

用
水
路
建
設
現
場
は
想
像
を
は
る
か
に
越
え
て
い
た
。

目
の
前
を
流
れ
る
ク
ナ
ー
ル
川
で
あ
る
が
、
土
地
の
高
度

差
は
な
ん
と
も
し
が
た
い
。
水
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い

と
こ
ろ
へ
流
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
か
た
が
な
い
。
だ

か
ら
、
そ
の
土
地
は
今
ま
で
雨
水
だ
け
が
頼
り
の
細
々
と

し
た
農
業
を
行
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

ク
ナ
ー
ル
川
は
背
後
の
六
千

m
級
の
山
々
か
ら
流
れ
て

き
て
い
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
土
地
よ
り
翡
い
地
点
か
ら
用

水
路
を
掘
り
始
め
る
と
ク
ナ
ー
ル
川
の
水
を
そ
の
土
地
に

流
す
こ
と
が
で
き
る
で
は
な
い
か
、
と
の
発
想
の
す
ば
ら

し
さ
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。
何
千
年

も
そ
の
土
地
で
生
き
て
き
た
人
々
の
誰
ひ
と
り
と
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
人
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
現
実
の
用
水
路
と
し
て
目
の
前
に
あ
っ
た
。

そ
れ
を
中
村
先
生
を
中
心
と
し
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
ワ

ー
カ
ー
諸
君
と
現
地
民
だ
け
で
や
り
と
げ
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
。
驚
き
を
通
り
こ
し
て
、
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。

岩
石
の
山
を
削
り
取
っ
て
水
路
を
確
保
す
る
作
業
、
そ

の
山
に
登
っ
て
水
路
を
見
下
ろ
し
た
と
き
、
そ
の
苦
労
が

思
わ
れ
た
。
山
膚
を
う
め
た
て
て
、
土
を
か
た
め
、
そ
こ

に
水
路
を
作
っ
た
ア
イ
デ
ア
と
苦
労
。
そ
の
よ
う
な
豊
か

な
発
想
と
工
夫
と
苦
労
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
て
取
れ
た
。

ほ
ん
と
う
に
「
ほ
う
1
つ
」
と
し
か
言
え
な
か
っ
た
。

も
う
現
地
で
は
万
0
度
を
超
す
暑
さ
に
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
そ
の
過
酷
な
状
況
下
で
頑
張
っ
て
い
る
人
々
を
さ

さ
え
た
い
と
思
っ
た
。
何
よ
り
も
救
い
を
求
め
る
患
者
さ

か
ん
が
い

ん
達
。
泄
漑
用
水
を
待
ち
望
む
農
民
た
ち
。
そ
の
人
々
の

ほ
ん
の
少
し
の
役
に
立
て
た
ら
い
い
な
と
感
じ
た
。

事
務
局
の
仕
事
も
大
変
で
あ
る
。
丁
寧
な
誠
実
な
作
業

が
毎

H
行
わ
れ
て
い
る
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
事
務
局
の
み
な
さ
ん
、

「
猫
の
手
」
程
度
の
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
の
ワ
ー
カ
ー
諸
君
と
の
交
流
会
で

事
務
局
の

0
さ
ん
が
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
百
見
は

一
考
に
如
か
ず
。
百
考
は
一
行
に
如
か
ず
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
中
村
先
生
は
「
百
行
は
楽
し
む
に
如
か

ず
」
と
続
け
ら
れ
た
。
な
る
ほ
ど
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
員

笑
頻
は
ダ
メ
、
男
性
に
近
づ
い
て
は
ダ
メ
、
体
の
線
が

出
る
服
は
ダ
メ
等
々
…
…
自
由
に
育
っ
た
女
性
に
と
っ
て

は
、
何
と
大
変
な
国
で
あ
る
。
そ
ん
な
所
で
十
五
年
以
上

も
、
看
護
師
の
仕
事
を
し
て
い
る
藤
田
千
代
子
さ
ん
は
、

ど
ん
な
人
だ
ろ
う
。
帰
国
し
た
彼
女
に
、
何
度
か
会
っ
て

は
い
る
が
、
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た
。

四
月
一
日
、
村
上
事
務
局
長
を
団
長
に
、
事
務
局
員
十

名
で
、
現
地
視
察
（
見
学
）
旅
行
に
出
発
。
翌
二
日
か
ら

十
日
間
ず
っ
と
一
緒
に
い
て
分
か
っ
た
の
は
、
「
鉄
の
女

性
」
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
こ
と
。
彼
女
は
ス
タ
ッ
フ
ハ

ウ
ス
の
自
室
で
「
パ
ピ
ー
」
と
名
付
け
た
野
良
の
子
犬
を

育
て
、
白
衣
の
下
に
は
、
紺
地
に
白
い
花
模
様
の
ワ
ン
ピ

ー
ス
を
着
て
い
た
。
何
も
か
も
が
普
通
の
日
本
女
性
で
あ

る。
し
か
し
、
自
然
に
現
地
の
人
た
ち
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
る
。
し
か
も
病
院
運
営
か
ら
、
「
緑
の
大
地
計
画
」
ま

で
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
や
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
、
て
き
ぱ

き
と
指
導
、
指
示
を
す
る
。
全
く
以
て
、
中
村
哲
先
生
の

女
性
版
の
よ
う
な
人
で
あ
る
。
現
地
の
人
た
ち
か
ら
「
シ

し
た

ス
タ
ー
」
と
慕
わ
れ
て
い
る
彼
女
を
見
て
い
る
と
「
ド
ク

溝
口
博
子

憧
れ
の
シ
ス
タ
ー
に
会
え
て

中
村
先
生
が

P
M
S
の
病
院
を
離
れ
、
ア
フ
ガ
ン
の
井

戸
掘
り
や
用
水
路
事
業
に
全
力
投
球
で
き
る
の
も
、
藤
田

ゅ

さ
ん
の
院
長
代
理
と
し
て
の
陰
の
力
故
で
あ
る
。
十
日
間
、

彼
女
と
一
緒
に
行
動
し
て
、
現
地
の
色
ん
な
話
は
聞
い
た

が
、
彼
女
自
身
の
苦
労
話
な
ど
、
一
言
も
間
か
な
か
っ
た
。

私
た
ち
（
女
性
―
―
一
人
の
み
）
は
、
彼
女
の
お
陰
で
、
大

変
貴
重
な
経
験
を
、
い
く
つ
か
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
一

つ
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
診
療
所
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
日
の
診
療
が
た
ま
た
ま
女
性
患
者
の
診
察
日

で
、
患
者
は
女
性
と
こ
ど
も
ば
か
り
。
待
合
い
室
（
庭
に

あ
る
小
屋
）
に
入
り
、
彼
女
に
群
が
る
女
性
達
の
中
で
ひ

と
り
の
中
年
女
性
を
見
つ
け
、
ひ
と
こ
と
ふ
た
こ
と
話
す

と
、
そ
の
女
性
が
、
笑
顔
で
私
た
ち
に
話
し
か
け
、
手
を

差
し
出
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
用
意
し
た
飴
を
配
り
、

み
ん
な
と
一
緒
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
ず
め
の
イ
ス
代
わ
り
の

台
に
座
り
、
手
を
握
り
、
赤
ん
坊
を
抱
き
、
お
互
い
に
通

じ
な
い
言
葉
で
話
す
。
で
も
、
心
は
通
じ
合
っ
た
よ
う
な

気
が
し
た
。

こ
の
患
者
の
中
に
は
、
春
に
譲
渡
さ
れ
た
ヌ
ー
リ
ス
タ

ン
の
診
療
所
の
近
く
か
ら
も
来
て
い
る
人
が
い
る
と
の
こ

と
。
病
身
で
遠
い
道
の
り
を
と
思
う
と
、
中
村
先
生
の
無

念
さ
が
、
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
。

旅
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
ア
フ
ガ
ン
最
後
．の
夜
、
ジ
ャ

ラ
ラ
バ
ー
ド
の
ホ
テ
ル
で
、
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
慰
労
を
か

ね
た
夕
食
会
が
あ
っ
た
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
本
当
に
来
て
現
地
を
こ
の
目

で
見
て
良
か
っ
た
」
と
私
は
感
想
を
述
べ
た
。
同
行
の

O

氏
は
、
中
村
先
生
は
じ
め
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
行
動
を
「
百

タ
ー
サ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
中
村
先
生
と
重
な
っ
て

し
ま
う
。

聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
百
見
は
一
考
に
如
か
ず
。
百
考
は

一
行
に
如
か
ず
。
」
と
し
め
く
く
っ
た
。

私
た
ち
は
、
中
村
先
生
は
じ
め
、
藤
田
さ
ん
、
坂
尾
さ

ん
（
三
年
前
か
ら
検
査
技
師
と
し
て
、
活
動
し
て
い
る
、

も
う
一
人
の
日
本
女
性
ワ
ー
カ
ー
）
、
そ
し
て
多
く
の
現

地
の
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
、
勇
気
あ
る
行
動
に
、
胸
を
熱
く

し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

PMS本院で。二列め向って右端が藤田看護師、同列右から4人めが溝口さん
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アフガン閑話その2 クーチー
灌漑用水路担当 鬼木稔

多民族国家のアフガニスタンにクーチーと呼ばれる人達がいる。彼ら一族は遊牧の民である。現在で

も人口の約80パーセント以上は、農業に従事する人々で、あとは商人と『』かのサラリ ーマン、遊牧民は

数パーセントに過ぎない。

水さえ豊富ならば自給自足の生活を優雅に営んでいけるであろう人々だ。西洋文化への憧れと共に、

必花に「豊かさ」を追い求めて突っ走ってきた私達日本人も、残された一部の地域ではあるが、ここの" i霞•
長閑な風景に接すると、かつての良き日本の原風景を見る思いがし、安堵の気持と親近感が湧いてくる

のは私だけだろうか？

夏の間は全く彼らを見掛けることはなかったが、朝夕が冷え込んできた10月初旬のある朝、 突然暗闇

の通勤路でヘッドライトに浮かび上った。大きなラクダの背に家財道具ー式を積んで、家畜と共に移動

してきたクーチーの姿に目を見張った。いや感動すら鎚えた。それは仕事場と宿舎を往復するだけの、

単純な毎日に、変化を見たからでもある。 翌 日も翌々日も、申し合わせたかのような同じ時間帯に、家

畜の群を引き連れて、涼しかった高地でひと夏を過ごしてきたクーチ一家族の移動光娯が見られた。ラ

クダ5、6頭に家財道具ー式を乗せ、ロバの背に赤ちゃんや鶏をくくりつけ、年少の子供や女性が手網を

引く 。羊の群は男達や、少し大きな子供達が誘導している。合わせて8、9人、これが平均的な家族構成

か；ム達の用水路現場の直ぐ近くにも、とある朝、箪稔と彼らのテントが出現した。 岩石砂漠の中にテン

トが張られ、羊の群に混じって、ロバやラクダが放牧される。不毛と思われる岩山でも、目を凝らして

よく見ると、トゲのある草や雑草が所々生えており、衷手に連なる岩稜から JOO頭以上もの羊の群を追っ

た、クーチーの姿を何組も見掛けることがある。その踏み跡は地雷探知機による探査 より、はるかに成

果を上げているものと思われる。

人口比世界一の牧畜の国、ニュージーランドでは、緑豊かな牧草の中で、羊の群が育まれている風景

が、国上全域に広がっていて感嘆したものだ。もしニュージーランドの牧場主が、この国の風景を見る

と、放牧なんて絶対不可能だと、 言下に否定するに違いない。私の目から見ても、この両国の全く異な

る環境のもと、草木一本見当たらない丸裸状態の岩山で、家畜が飼育できるとは、さらに大きな感嘆の

声を上げざるを得ない。涸れ川と砂漠を渡り、ロバの背にポリタンクを積んで、水を汲みに行く仕事は

女性と子供達である。彼らにと って、幾世代も連綿と続いてきたであろう、遊牧の生活は、まるで自由

の象徴のように見受けられる。どこかのNGO関係者が見たら、 子供の笠柊は？ 教育はどうなってい

るのだ！ と額に青筋を立てて、叫び声を上げるかも知れない。しかし詮索はやめよう。子供達は立派

な働き手として、生活の術を会得している。道徳や教義はコーランの教えを、長老達から学んでいるの

だ。生き生きとした子供達の目を見ると、逆に日本の子｝共達の覇気のなさを感じる。そしてある朝、来
かっこつ

たときと同じように忽然とテントが消えている。自由闊達な彼らの生きざま、むしろ私達が金銭や財産

の保全で、身動きがとれない状態のほうが、不幸せかも知れない。彼らを見ていると、そんなことをふ

と思ってしまう。それと共に、 26年間も続いている戦火のアフガンに、真の平和が一 日も早く訪れるこ

とを願わずにはいられない。
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暮
れ
た
ば
か
リ
の
淡
い
闇
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中
、
屋
敷
全
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に
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ぐ
ら
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・
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た
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さ
ぁ
回
る
ん
だ
サ
ル
タ
ン
よ
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今
宵
、
神
の
御
加
護
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、
力
の
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杉
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光
の
薔
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迎
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そ
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、
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モ
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湧
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中村哲医師の本

空爆ど復興」
ーアフガン最前線報告一

9.11テロ直後から2003
年末まで、中村医師と

現地日本人スタッフか

ら届いた、鬼気迫る活

動報告集【2刷】 1890円

辺境で診る【3刷]1890円
辺境から見る

ダラエ•ヌールヘの道 1醤『

医者井戸を掘る情寄

医は国境を越えて他寄
ペシャワ―ルにて 1890円

【8刷】

＊
五
月
十

一
日
、
ア
フ
ガ
ン
に
入
っ
た
。
沿
道
は
黄
金
色
に
実
っ

た
小
麦
が
刈
り
入
れ
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。
旱
魃
の
終
息
を
期
待

さ
せ
る
麦
秋
の
風
景
が
続
く
。
そ
の
日
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
手

前
一
時
間
ほ
ど
の
マ
ル
ク
バ
ザ
ー
ル
に
差
し
掛
か
っ
た
時
、
封
鎖

線
に
阻
止
さ
れ
た
。
軍
人
が
言
う
に
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
数

千
人
の
群
集
に
よ
る
反
米
暴
動
が
起
こ
り
、
す
で
に
数
人
の
死
者

が
出
て
い
る
。
た
だ
ち
に
国
境
へ
戻
れ
と
言
う
。
中
村
哲
医
師
は
、

「
待
ち
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
チ
ャ
プ
リ
カ
バ
プ
を
喰
っ
て
い
る
。

待
っ
こ
と
二
時
間
、
封
鎖
の
と
か
れ
た
バ
ザ
ー
ル
を
突
破
し
て
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
ス
タ
ソ
フ
ハ
ウ
ス
に
着
い
た
。
こ
の
日
の
反
米

暴
動
で
パ
キ
ス
タ
ン
領
事
館
は
炎
上
、
国
連
機
関
も
襲
繋
さ
れ
た
。

ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
隣
は
国
際
赤
十
字
の
事
務
所
だ
が
、
窓
ガ
ラ

ス
が
粉
々
に
な
っ
て
い
る
。
反
米
暴
動
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
グ
ア
ン

タ
ナ
モ
刑
務
所
で
の
コ
ー
ラ
ン
に
対
す
る
侮
辱
事
件
報
道
が
切
っ

掛
け
だ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ラ
ク
で
あ
た

か
も
米
国
流
民
王
化
が
成
功
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
喧
伝
す
る
が
、

そ
れ
は
民
衆
の
思
い
と
は
程
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
暴
動
は
、

そ
の
現
れ
の
一
っ
に
過
ぎ
な
い
。
翌
々
日
早
朝
、
用
水
路
の
建
設

現
場
に
行
っ
た
。
砂
漠
が
緑
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
蛙
も
鳴
い
て

い
る
。
灌
漑
が
始
ま
っ
た
の
だ
。
七
時
頃
、
用
水
路
近
く
に
出
来

た
小
学
校
に
子
供
達
が
や
っ
て
き
た
が
す
ぐ
に
帰
り
始
め
た
。
聞

く
と
、
先
生
た
ち
が
「
反
米
集
会
」
に
出
か
け
て
臨
時
休
校
だ
と

言
つ
。
こ
の
小
学
校
、

U
S
エ
イ
ド
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
安
金
で

●
事
務
局
便
り

聖愚者直這

員虚撃石風社證悶禁懸醤!2-3-24
アフガニスタンの
126叩診療所から
筑駅書房各翌嘘臀翌嘉2-6-4

ペシャワール会報
「合本」 1983~2004

B5判上製1300頁

注文は直接事務局へ 10500円

価格はすべて税込価格（税5%）です

◎

村

か

ら

月

出
来
た
学
校
で
あ
る
。

＊
前
号
で
、
ダ
ラ

エ
ピ
ー
チ
（
オ
キ
ナ
ワ

・
ピ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
）

と
ワ
マ
の
診
療
所
が

「活
動
停
止
」
し
た
と
報
告
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
診
療
所
の
「
閉
鎖
」
で
は
な
く
、
諸
事
情
に
よ
る
現
地
行

政
へ
の

「譲
渡
」
で
す
。
診
療
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
地
住

民
の
不
満
は
大
き
く
、

P
M
S
へ
の
再
開
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

旅
の
途
中
で
時
々
と
っ
て
も
困
っ
た
事
に
な
る
の
は
「
公

衆
ト
イ
レ
」
が
な
い
こ
と
。
今
皿
も
カ
イ
バ
ル
峠
の
国
境
越

え
で

「な
い
」
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
事
務
所
ま
で
は

一
時
間

近
く
あ
る
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
と
思
い
つ
つ
、
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
旱
魃
の
荒
野
と
思
い
き
や
、
山
頂
ま
で
続
く

草
原
と
黄
色
や
紫
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
花
々
。
ス
イ
ス
ア
ル

プ
ス
の
花
畑
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
う
れ
し
い
「
ハ
ズ
レ
」

で
あ
る
。
で
も
内
心
は
浮
か
れ
も
半
分
。
あ
と
で
知
っ
た
こ

と
だ
か
、
そ
ん
な
と
き
は
男
性
が
場
所
を
探
し
て
隠
し
て
く

れ
る
の
で
い
つ
で
も

0
k
だ
そ
う
だ
。
ど
う
い
う
状
態
に
な

る
の
か
興
味
津
々
だ
が
、
想
像
つ
か
な
い
。
次
回
は
ぜ
ひ
休

験
の
チ
ャ
ン
ス
を
と
願
う
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
何
で
も
自

由
と
は
異
な
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
不
自
由
（
？
）
さ
も
、

逆
に
女
性
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
も
あ
っ
て
、
ア
フ
ガ
ン
は
体

験
の
宝
廊
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
異
文
化
の

体
験
を
お
勧
め
し
た
い

(
R
i
k
i
)

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
官
一
・
募

金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で

一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員

一
0
、

0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を

選
任
し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び

会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

(
〒
八

―

o
l
o
o
四
一
福
岡
市
中
央
区
大

名
一

丁
目
一

0
ー

ニ

五

上

村

第

ニ

ビ

ル

六

0
三
号

T
E
I
七
＿
—ニ
ー
ニ
＿
―-七
二
）
内
に
お
く
。
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